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自
ら
の
ま
ち
を
自
ら
守
る

本
年
に
入
っ
て
か
ら
、
本
市
に
お
け
る
路
上
強

盗
・
ひ
っ
た
く
り
・
痴
漢
等
の
犯
罪
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
強
盗
事
件
の
発
生
件
数
を
比
較
す
る
と
、

平
成
１２
年
は
一
年
間
で
四
十
四
件
に
対
し
て
、
1
3

年
は
1
0月
末
で
、
す
で
に
八
十
件
に
達
し
て
い
ま

す
。年

末
に
向
か
い
、
犯
罪
増
加
の
不
安
は
避
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
市
で
は
、

少
し
で
も
犯
罪
の
発
生
を
未
然
に
防
止
し
、
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
、
市
民
生
活
安
全
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
地
域
振
興
課
｛
芸
一
・
7
3
1
8

警
察
官
同
行
で
駅
周
辺
パ
ト
囗
‐

ル
を
実
施
中

市
民
生
活

安
全
対
策
本
部
で
は
。

1
2月
2
7日
水
ま
で

の
午
後
８
時

か

ら
1
0時
ま
で
、

パ
ト

ロ
ー
ル
を
実

施
し
て

い
ま
す
。

毎

週
数
回
、
本
庁
地
区

お
よ

び

新
松
戸
地
区

を
、
防
犯
指
導
員

と

市

職
員
で
班
を
編
成
し
、
八
班
体

制

に
よ
る

パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

ま
た
市
内
全
域
を
対
象

に
、
消

防

団
の
協
力
に
よ
り
、
午

後
７
時

か
ら
1
0時
ま
で
、
消
防
団
三

十
六

分

団
四
十
二
班
体
制

で
市

内
パ
ト

ロ
ー
ル
を
、
1
0時
以

降
は
引
き
続

き
消
防
局
職
員

が
防
犯
と

防
災

パ

ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し

て
い
ま
す

。

と
す

る
主
要

な
駅

の
周
辺

を
市
職

員

が
、
所
轄
警
察
署

の
警
察
官
同

行

の
も
と
、
四
班

体
綺
に
よ
る
防

犯

パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
い
ま

す

。
也

域
ぐ

る
み

の
防

犯
活

動

を

す
で
に
常
盤
平

お
よ
び
新
松
戸

の
両
地
区

で
は
、
防
犯
と
防
災
を

一
体
化
し
た
市
民
生
活
安
全
対
策

本
部
を
独
自
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

年
末
に
向
か
っ
て
路
上
犯
罪

の

増
加

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

他
の
地
区

に
お

い
て
も
、
そ

れ

ぞ
れ
町
会

・
自
治
会

の
皆

さ
ん
の

自
主

防
災

組
織

等
を
活

用

さ
れ
、

地
域
対
策
本
部
を
立
ち
上

げ
て

い

た
だ
き
、「
安
全
で
安
心
し

て
暮

ら

せ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
目

指
し

た

地
域
ぐ

る
み
の
防
犯
活
動

の
展

開

に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す

。

市内2地区で生活安全対策本部を設置
常 盤 平 地 区

本年に人リ 、市

内 におい ても っと

も 路上強盗 、ひっ

た＜リ 、痴漢 が多

発し ている常 盤平

地区 では 、11 月６

日に常盤平支所に

常盤平地区生 活安

全対策本部が設置

さ れまし た。

新 松 戸 地 区

4年前から防犯と防災

を一体化した、「安全で

安心して暮らせるまちづ

くリキャンペーン ＩＮ新

松戸」を地域ぐるみで実

施してきました。このキ

ャンペーンが4回目を迎

え、今回、地区の安全対

常盤平 地区および 常盤平 団地地 区の 協力のもと で 、す

でに手づ ＜リ の夜間 の自 警防犯 パトロ ールが スタ ートし

ていま す。

策 本部と一 体の形で 、11 月17 日 、新松戸 駅前広 場に各

町会ご とに住民450 人が 参集し て 、大規模地震 を想定し

た避難 誘導 訓練 、地域 病院と 連 携し た応 急救 護訓練 を

実 施するととも に 、地区防 犯指導員の 皆さ んととも に 、

新 松戸駅周辺の防 犯パトロ ールを行い まし た。

案

内

状

は

届

き

ま

し

た

か

７
。

市
で
は
、
楽
し

い
行
事
を
計
画

し

て

い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
ぐ
だ

さ

い
。

対
象
者
に
は
、
案
内
通
知
を
発

送
し
ま
し
た
。
な
お
、
1
2月
1
0日

丱
ま
で
に
届

か
な

い
人
は
、

お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

部

り
：
１
月
1
4日

祝

受
付
時
間
…
午
前
1
0時

か
ら

式
典
…
午
前
1
1時
～
1
1時
4
5分

会
場
・：
森

の
ホ
ー
ル
2
1

対
隼
：
昭
和
5
6年
４
月
２
日

～
昭

和
5
7年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
市
民

※
会

場
の
駐
車
場
は

限
ら

れ
て
い

ま
す
。

※
新
京
成
八
柱
駅
南
口

か
ら
無
料

送
迎

バ
ス
四
台

（
午
前

９
時
4
5

分
始
発
）
を
順
次

運
行
し

ま
す

の
で
、

ご
利
用
ぐ

だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

℡
3
6
6

・
７
４
６
２

成人式 ボラン ティ アスタッフ
を募集

門
松
カ
ー
ド
を
配
布
し
ま
す

1
2月
６

日

困

か

ら

門

松

力
－

ド

ニ

世
帯
一
枚
）
を
配

布
し

ま
す

。

配

布
場

所
・：
吝
支

所

・
市

役

所
正

面
受
付

・
市
民
課

・
地
域

振
興
課

※
町
会

・
自
治
会
単
位
で
ま
と

め
て
希
望
す

る
場
合
は

、
咎

支
所

ま
た
は
地
域

振
興
課
へ

連

絡
し

て
く
だ
さ
い

。

問

広
報
課

℡
3
6
6
・
？
３
２
０

へ9 と世帯 ９ １Ｓ爽li

人口468,071人[+  874]囗
男235,919人[+  424]竺
女232,152人[+  450]男

世帯186,285世帯[+  568]比
幃 髷 穴 雪 雲)昆 直を基準とし

主な内容　　　　　

火 災特別警戒 を実施します　 ②

福祉公社 ふれあいサ ービス会員

を募集　　　　　　　　　　 ③

ご みの8 分別の成 果　　　　 ④

松戸市の職員給与等を公開します⑤

情 報チャンネル　　　　　 ⑥⑦

市民ぐるみの安全・安心な

まちづくりを

市内強盗事件発生状況
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広 報

まつど
市
民
生
活
安
全
対
策
本
部
を
設
置

市
内
全
域
パ
ト
ロ
ー
ル

駅
周
辺
パ
ト
ロ
ー
ル

毎
週
数
回
、
松
戸
駅
を
は
じ
め

市内で多発する路上強盗・ひった＜リ・痴漢等の

犯罪を、どうしたら未然に防止できるか、頭を痛め

ています。

松戸警察署 、松戸東警察署と連携し 、まずは市の

職員が防犯パトロールをすることから始めてはと考

えました。

職員の防犯パトロールを基にして、支所ごとの市

民ぐるみの防犯パトロール活動を展開していただ

き 、「自らのまちを自ら守る」運動へと考え、「市民

生活安全対策本部」を立ち上げました。

皆様の地域ぐるみのご協力により､ 犯罪のない「ま

ち」にしたいものです。ご理解をお願いいたします。

松戸市長

平成12 年

(年間44 件)

平成13 年

(10月末現在80件)

成人 式の 運 営 に 協力し てく れる スタ ッ

フ （新成 人 以 外） を 募 集し ます 。

内 容 式典 の 手 話 通訳 ・会 場 案内 （介 助

等 ） ・交 流 会 （景品 の 交 換 等 ）　 募 集 期

間12 月25 日（火）まで

※謝 礼 や交 通 費 等の 支 給は あ り ま せ ん。

※詳細は､ 教育委員会ホ ームページでも 紹介

http://ｗｗｗ.intership.ne.jp~kyouiku/

問 電 話 ま た は Ｅ メ ー ル で 社 会 教 育 課 社

会 教育 係 ℡366 一 弘62 へ

平
成
１
４
年
松
戸
市
成
人

式



まつど

火
災
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
す

火
の
取
り
扱
い
に
ご
注
意
を

「
た
し
か
め
て
。
火
を
消
し
て
か
ら
次
の
こ
と
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
年
末
年
始
火
災
特
別
警
戒
を
1
2月
2
4日
休
か
ら
１
月

７
日
月
ま
で
実
施
し
ま
す
。

年
末
年
始
の
繁
雑
期
に
あ
た
り
、
こ
れ
か
ら
火
災
の
発
生
し

や
す
い
時
期
に
な
り
ま
す
。
消
防
局
・
消
防
団
で
は
出
火
防
止

の
広
報
や
福
祉
施
設
・
病
院
・
学
校
・
空
き
家
・
新
築
中
の
家

屋
等
を
巡
回
す
る
な
ど
、
警
戒
を
強
化
し
ま
す
。

市
内
で
の
火
災
の
原
因
は
、
放
火
の
疑
い
・
放
火
が
上
位
を

占
め
、
今
年
は
こ
ん
ろ
に
よ
る
火
災
も
増
え
て
い
ま
す
。
各
家

庭
で
の
火
の
取
り
扱
い
に
は
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
空
気
が
乾
燥
し
火
災
の
起
こ
り
や
す
い
季
節
で
す
。

町
会
・
自
治
会
な
ど
地
域
ぐ
る
み
で
の
放
火
さ
れ
な
い
、
放
火

さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
消
防
局
警
防
課
℡
3
6
3
・
1
1
1
5

すまい奪を産財と命生な切大は災火

来
春

、
高

校
（
高
等

専
門

罕
校

を
含

む
）
に
進
学
を
希
望
す

る
お

子
さ
ん
の

い
る
家
庭
に

、
入

学
資

金
を

お
貸
し

し
ま
す
。

貸
付
額
よ

二
十
万
円
以
内

（
公

立

・
私
立
で
は
額

が
異
な
り
ま
主

対
象
：
①
経
済
的
な
理
由
に
よ
り

高
校
入
学

が
困
難
な
世

帯
で
あ
る

こ
と
②
成
績
良
好
、
品
行
方
正

で

出
身
中
学
校
長

が
推
薦
し

た
健
康

な
生
徒
で
あ

る
こ
と

③

保
護

者
が

市
の
住
民
基
水
台

帳
に

一
年
以
上

登
録
さ
れ
て

い
て
、
引
き
続

き
市

内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
④
市
内

（
特
別

な
事
情
を

除
ぐ
）
に
居
住
す

る
確
実
な
連
帯
保
証
人

が
得
ら

れ

る
こ

と

平
成
１

３
年
１

０
月
末

現
在

月1
0

年1
2

成平

末

物建 8
7

8
5両車 2

0
2
4の他そ 3

5
3
3総件数 142 142

主な火災 原因（ワースト3 ）

平成13年10月末現在 平成12年10月末

１ 放火の疑い 回 件 放火の疑い 32件

２ 放火 18件 放火 17件

３ こ んろ 15件 たばこ 13件

放火されない環境づくりのポイント

○ごみ出しは指定日の朝に出す。

○家の周りに燃えやすい物を放置し

ないで、いつも整理するようにする

(玄関ポストの新聞、チラシ等)。

○共同住宅の共用部分には､ 可燃物、

ごみなどは放置しないようにする。

○家の周りを明るくする。

受

付
期

間
…
第
一

回

＝
１
月
７
日

月
～
3
1日

叫

第
二
回

＝
２
月
１

日
休
～
３
月
８
日
金

申
請
に
必
要
な

書

類
・
：
①

高
等

学

校
入
学
資
金
貸
付
申
請
書
②
出
身

中
学
校
長
の
推
薦

書
③
住
民
票
（
家

族
全
員

の
も
の
）
ま
た
は
外
国
人

登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書
①
収

入
を
証
す

る
も
の

（
父
母
ま
た

は

そ
れ
に
準

ず
る
人

の
あ
ら

ゆ
る
収

入

が
対
象
）

⑤
成
績

証
明

書

※
申
請

は
合

格
決
定
一
回
に
で
き
ま

す
。
申
請
書
等
は
、
児
童
福
祉

課

・
市
民
課

お
よ
び
各

支
所
で

配

布
し
て

い
ま
す
。

問
児

童
福

祉
課

総
務

係
℡
3
6
6
・
７

平
成
1
4年
１
月
か
ら

所
得
税
の
確
定
申
告
書
が

○

様

式

を

二

種

類

に

現

在

、

六

種

類

あ

る

申

告

書

を

二

種

類

に

統

合

し

ま

し

た

。

○

サ

イ

ズ

の

変

更

用

紙

の

サ

イ

ズ

を

Ａ

４

判

に

変

更

し

ま

し

た

。

○

用

紙

が

二

枚

に

裏

面

か

ら

表

面

へ

の

転

記

の

煩

わ

し

さ

を

改

善

し

ま

し

た

。

○

記

載

欄

を

整

理

小

さ

な

文

字

の

説

明

文

や

計

算

式

を

整

理

し

、

見

や

す

ぐ

整

理

し

ま

し

た

。

○

別

表

を

作

成

分
離
課
税
用
申
告
書
と
損
失
申

告
書
、
修
正
申
告
書
を
別
表
に
し

ま

し

た

。

※

配

布

は

１

月

下

旬

を

予

定

※

新

し

い
申

告

様

式

手

引

き

は

国

税

庁

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

に

掲

載

さ

れ

て

い

る

ほ

か

、

税

務

署

・

市

役

所

市

民

税

課

の

窓

口

で

閲

覧

を

す

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

Ｃ
Ｒ

」
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
:
／
／
w
w
w
.

ｎ
ｔ
ａ
.ｇ
ｏ
.ｊｐ

問

松

戸

税

務

署

℡
3
6
3・
1
1
7
1

：市立博物館マスコット・キャラク
：ターの名前が決まりました

☆｢ サンタクロースの大行進｣ のサンタ

日時…12月23日祝午後2時～4時

会場…松戸駅周辺

対象…小学生以下は保護者同伴

※サンタクロースの衣装をプレゼント

☆｢クリスマスコンサート｣ の出演者

日時…12 月24 日休午後2時～3時

会場…伊勢丹松戸店前広場

※参加賞としてクリスマスプレゼントあリ

☆｢白い恋人達( クリスマスイプにふたりの

愛を誓う)｣ の出場者

日時…12 月24 日休午後4時～6時

会場…伊勢丹松戸店前広場

対象…高校生以上

※参加者にはペアリングをプレゼント

費用…無料

※詳細はお問い合わせください。

申12 月15 日土までに、電話でホワイトクリ

スマス実行委員会(ヒューマンハーバー内)

℡369-1361 へ

んもうよじ

：　 広 報 ま つ ど9

: 月５日 号 で 、市

Ｅ立 博 物 館 の 新し

Ｅ ＜ 誕 生 し た マ ス

：コット・キャラ

： ク タ ー の 名 前 を

Ｅ 募集 し まし た が 、

E 200 件 を 超 え る

： 多 数 のご 応 募 を

れ 犬 だき 、あリ

： がとうございました。

お寄せいただいた名前を検討し た結果 、

多数の大から応募のあった、男の子( 左) は

｢じょう｣､ 女の子( 右)は｢ もん｣ に決まりま

した。

採用させていただいた人の中から抽選で

新井拓馬さんに記念品をお贈りしました。

博物館では、かわいいマスコット・キャ

ラクターを描いたメモ帳(100 円) ほかオ

リジナルグッズを多数販売していますので、

来館の際はぜひ販売コーナーにお立ち寄り

＜ださい。

問 市立博物館℡384-8181

対象物品納入業者（建設工事資材を含むΣ 委託業務業者（設

計・測量・コンサルタントを含む）、建設工事業者（建設業者の

みで物品納入業者および委託業務業者を除＜） 受付期間2 月∠1

日（月）～13 日㈲（土 一日曜日、祝日を除く） 受付時間午前9時～

11時30 分と午後1 時～∠1時　会場衛生会館3階会議室

※申請書は市役所地下１階売店前（1部500 円）で販売していま

す。

販売時間午前9E時～午後4 時30 分（土・日曜日、祝日を除く）

※中同年の受け付けですので、資格は1 年間です（平成13 ・ 14

年度で手続き済みの場合は 、申請は不要です）。

※申請内容に変更があった場合は､ その都度変更届が必要です。

問契約課℡366-1151

一

・

・

！

一

Ｉ

・・
喞Ｉ喞

・
吩９

・
参慘

・・・
１儚

一
φｌＩ慘

・一
ｌ

・・・
囑啣

一一・一
ｌ

・・
ＩＩｌ

一
９

一・・
参

一一
寧

一・
卜喞

・

ｅ

・

月
三

回
発
行
し

て

い
る

「
広
報

ま

つ
ど
」
を

、
松

戸
朗
読
奉
仕
会

の
協
力

に
よ
り

、
そ
の
内
容
を

カ

セ

ッ
ト

テ
ー
プ
に
吹
き
込
ん
だ
も

の
で

お
届
け
し

て
い
ま
す
。

家
族
や
近
所
の
人
で
、
こ
の
「
声

の
広
報

ま
つ
ど
」

を
希
望
す
る
人

が
い
た

ら
、
ぜ
ひ
教
え

て
あ
げ
て

く
だ
さ

い
。

対
象

視
覚

障
害
者

（
障
害
者
手

帳
一
級

か
ら
六
級
ま
で
を
お
持
ち

の
人
）
　

費
用
無
料

問
健
康
福
祉
会
館
障
害
者
福
祉
セ

ン

タ
１

℡
3
8
3
・
7
1
1
1

副
3
8
3
・

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

七
　
健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
九
十
二
　
歯
は
作
れ
る
か
？

前

回
、
前
々
回
と
昔
の
歯
科

に

つ

い
て
お
話
し
て
き
ま
し
た

が
、
今

回
は
未
来
の
歯
科
医
療

に
つ

い
て
お
話
し
よ
う
と
思

い

ま

す
。

最
近
の

バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ

ー
の
進
歩
に
は
目
覚
ま
し

い
も

の
が
あ
り

、
新
し

い
展
望
が
次

次

に

打
ち

出
さ

れ
て

い
ま

す

。

そ

の
な
か
で
も
、
「
再
生
医
学
」

は
も
っ
と
も
注
目
を
集

め
て
い

る
分
野
と
言
っ
て
も

い
い
と
思

い
ま
す
。
再
生
医
学
に
は
、

広

い
意
味
で
固
体
レ

ベ
ル
の
再
生
、

臓
器
レ

ベ
ル
の
再
生
、
組

織
レ

ベ
ル

の
再

生

が
あ
り

ま
す

が

、

歯
科
医
療
の
分
野
で

は
臓
器
レ

ベ
ル
、
組
織
レ

ベ
ル

の
再
生

が

そ

の
目

的
に
な
り

ま
す
。
現
在

、

症
例
に
よ

っ
て
は
特

殊
な
材
料

を

用

い
て
歯
周
病
で
失
わ

れ
た

骨

を
再

生
さ
せ

る
技
術

が
実
用

化

さ
れ
て

い
ま
す

が
、
こ

れ
も

再

生
医
療

の
ひ
と
つ
で
す
。

近
年

、
胚
性
幹
細
胞

（
Ｅ
Ｓ

細
胞
）
と

い
う

も
の

が
樹
立

さ

れ
、
さ
ら
に
各
臓
器

の
固
有

の

幹
細
胞
が
存
在
す

る
こ
と

が
明

ら
か
に
な

っ
た
こ
と
で
、
再
生

医

学
と

い
う

概
念
は
急
激

に
進

歩
し

ま
し

た
。
胚
性

幹
細
胞
は
、

胚

盤
胞
と
呼

ば
れ

る
時
期

の
胚

細
胞

（
ヒ
ト
で
は
胚
齢
四

・
五

旦

に
由
来
す

る
細
胞
で

、
個

体
の
す
べ
て
の
組
織

・
臓
器
に

分

化
す
る
こ
と

の
で
き

る
細
胞

集
団
の
こ
と
で
す

。
ほ
乳

類
の

体
は
こ
の
細
胞

が
Ｄ
Ｎ
Ａ

の
遺

伝

情
報
に
よ

っ
て
さ
ま

ざ
ま
な

組
織

・
臓
器
に
分
化
す

る
こ

と

に
よ

っ
て
出
来
上

が
る
わ

け
で

す
。
胚
性
幹
細
胞
は
個
体
の
す

べ
て
の
組
織

・
臓
器

に
分
化
で

き

る
全
能

性

を
持

つ
た

ま
ま

、

試

験
管
で
培
養

増
殖
さ
せ

る
こ

と
が
可
能
で
す

。
つ
ま
り

、
理

論
的
に
は
成
長
因
子

な
ど
で
目

的
の
組
織

・
臓
器

に
分
化
誘
導

し
て
、
再
生
治
療
を

施
す
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

成
体
の
各

組
織

特
有
の
幹
細

胞
が
あ
る
こ
と

も
わ
か
っ
て
き

て

い
ま
す
。
歯
周

組
織
の
再
生

に
は
、
す
で
に
こ

の
考
え

方
を

応

用
し
た
、

エ
ム
ド
ゲ
イ
ン
と

い
う

豚
の
胎
児

細
胞
か
ら
抽
出

し
た
マ
テ
リ

ア
ル
が
実
用
化
さ

れ
て

い
ま
す

。
こ

の
よ
う

な
現

象
か
ら
、
ヒ
ト
の
歯
周
組
織
（
お

そ
ら
く
は
歯
根
膜
）

に
は
幹
細

胞
が
存
在
す

る
の
は
確
実
だ
と

考
え

ら
れ
、
こ

の
細
胞
を
歯
周

組
織
幹
細
胞

（
Ｐ
Ｓ

細
胞
）
と

名

付
け
て

い
ま
す

。
今
後
、
こ

の
細
胞
群

が
確
実

に
分
離
同
定

で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
一
度

抜
け
て
し
ま

っ
た
歯
や
、
人
工

の
歯
も
天
然

の
歯
周

組
織

の
中

に
植
え
る
こ
と

が
可

能
に
な

る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

と
は

い
え
、
夢

の
よ
う

な
こ

れ
ら
の
技
術
に

は
ま
だ
ま
だ
解

決
し

な
く
て
は

な
ら
な

い
未
知

の
部
分
も
多
く

、
完

全
な
実
用

化
に
は
更
な

る
研

究
が
必
要
な

の
は
事
実
で
す

。
し

か
し
、
最

近
の
加
速
度
的

な
技
術
の
進
歩

を
見

る
と
、
そ
う

遠
く
な

い
将

来
に
新
し

い
歯

を
生

や
す
と

い

う
こ

と

が
現
実

と
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。（

松

尸
歯
科
医
師
会
）

歯
を
大
切
紅

ホワイトクリスマズイン‘松戸２００1

高
等
学
校
入
学
資
金
を
お
貸
し
し
ま
す

嚀
一

寸
・・１一一

噂
一一

一事９・・Ｉｌ－一一

数件生発の災火

広報 2001 年(平成13 年)12月5日

平成14年度松戸市入札参加資格審査申茹
（中間）の受け付け

平成14年度松戸市簡易修繕（営繕）業務
受注資格審査申請（中間）の受け付け

入 札 の 対 象 と な ら な い 市 発 注 の 簡易 修 繕 （営 繕 ） 業 務 を 希 望

する 業 者 の 登 録 を 行 い ま す。

登 録 を 希 望 す る 市 内 業 者 の人 は 申 請 をし てく だ さ い 。た だし 、

平 成13 ・1 ∠1年 度 の 入札 参 加 資 格 審 査 申 請 をさ れた 人 お よ び 平 成

1∠1年 度（中 間 ）の入 札 参 力［］資 格 審 査 申 請 をさ れる 人 を 除 き ま す 。

対 象 松 戸 市 内 業 者 （申 請 を する 業 種 の 施工 実 績 があ り 、技 術

また は 資 格 を 有 する 松 戸 市 内 に 本 店 のあ る 法 人 お よび 個人 事 業

者 ）　 受 付 期 間2 月４日月 ～13 日休 （土 ・日 曜 日 、祝 日 を 除 ＜ ）

受 付 時 間 午 前9 時 ～11 時30 分 と 午 後1 時 ～4 時　 会 場 衛 生 会 館3

階 会 議 室

※申 請 書 は契 約 課で 配布 し て い ま す （無 料 ）。

※資 格 の 有 効 期 間は1 年 間 で す 。

問 契 約 課 ℡366-1151

目

の
不

自

由
な

人
に

「

声
の

広

報

ま
つ

ど
」

を
お

届
け
し

ま
す

新
し
く
な
り
ま
す

参加者を募集します

２



2001年(平成13年)12月5日

福祉公社では、相互扶助の精神をもとに有償で在宅福祉サービスを提

供しています。
手即]けを必要とする人の自宅に出向き、掃除・洗濯・調理などの家事

援助サービスや通院・散歩介助などの介護援助サービスを行います。福
祉公社では、援印]を行う協力会員と、その援助を希望する利用会員、事

業に賛同いただける賛助会員を募集しています。
☆協力会員…ボランティア意識をお持ちの市内在住・在勤の20 歳以上の
大( 登録時に基礎研修を受けていただきます)
基礎研修1月10日～2月｢7日の毎週木曜日午前9時～正午〔全5回〕 会場

福祉公社(南花島4の63 の5) 定員先着50 人　費用無料
☆利用会員…市内在住で、おおむね65歳以上の大、心身になんらかの障

害のある人、ひとり親家庭等(利用料金下表参照)
☆賛助会員…公社の事業に賛同する個人・団体または法人
申電話で叫松戸市福祉公社事業係℡368-2941 へ

入 会 金 1,000円（登録時のみ）

月 会 費 月/1,000円
家
事
・
介
護
援
助
サ
ー
ビ
ス

派遣時間

月～金曜日 土 ・日 曜 日 、祝 日

9:00～1ﾜ:00
8:00～9:00

17:00～20:00
8:00～20:00

利
用
料

家事 1時間　　900 円 IE持間　1,100 円 1時間　1,100 円

介護 1時間　1,100 円 1時間　1,300 円 1時間　1,300 円

理髪 1回　5,000 円

派遣経費 派遣1回につき300 円

24時間あんしん電話サービス

(通報装置・設置・賃貸・相談料込み)
月/3,500 円（消費税別）

利

用

料

金

表

提
供
店
に
は
幟
旗
（
ポ
ー
ル
付
き
）
二
組
、
店
内
用
ポ
ス
タ
ー

十
枚
、
七
福
神
巡
り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ニ
十
枚
を
配
布
し
ま
す
。

幟
旗
は
七
福
神
鍋
、
七
福
神
そ
ば
・
う
ど
ん
、
七

福
神
弁
当
の
三
種
類
で
す
。
取
扱
店
の
七
福
神
鍋
は

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
粨
介
し
ま
す
　
　

廖

※
申
込
書
は
商
光
観
光
課
に
あ
り
ま
す
。
　

問
商
工
観
光
課
℡
3
6
6
・
7
3
2
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｢七福神鍋コンテスト｣を開催

鍋のおいしい季節となり 、今年も｢ 地場野菜を使った

ヘルシー鍋｣ をコンセプトに、市内飲食店で｢ 七福神鍋｣

を提供していただ＜予定です。

そこで、鍋シーズンを迎え、ふるさとの郷土鍋等、家

庭で楽しんでいる鍋料理の味を競う 、コンテストを開催

します。

開催当日は 、コンテストに参力[]した鍋の試食会(500

人前) そして地場野菜即売会やバンド演奏、ゲーム大会

(景品多数)などを企画しています。

どうぞ遊びに来てください。

日時…12 月16 日(日)午前11B30 分～午後2時

会場…テクノ21( 松戸地域職業訓練センター) ・松戸市

小金原１の19 の3

問商工観光課内｢ 鍋コンテスト｣ 担当℡366 ―7327

URLhttp://ｗｗｗ,intership.ｎｅ.jp~m.kankou

対
象
・
：
普
通

科
一

・
二
年

生
お
よ

び

国
際
人
文
科
二
年
生

募

集
人
数
・：
各

学
年

若
干

名

応
募
資

格
…

保
護
者

の
転
勤
等
に
伴

う
転
居

に
よ
り
、
在
籍

校
に
通
学
で

き
な

い
生
徒
な
ど

募

集
期
間
…
1
2月

７
日

金
～
1
5日

出

試
験
日
…
1
2
月
1
8
日
火

会
場
・：
市
立

松
戸
高
等

学
校

（
五
香

駅
西
口

か
ら
新
京

成
バ
ス
紙
敷
車

庫

行

き
で
「
市
立
高

校
」
下

事
、
ま

た

は
Ｊ

Ｒ
武

蔵
野
線
東
松
戸
駅

・
北

総

線
東
松
戸
駅

か
ら

徒
歩

十
三

分
）

※
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
市

立
松
戸
高
等
学
校

℡
茹
・
３

２

対
象

次
の
①
～

⑦
に

あ
て

は

ま

る
、
十

八
歳
の
誕
生
日

後
の

最
初

の
３
月
3
1日
ま
で

の
児

童

（
障
害
児
は
二
十

歳
未
満

）
を
監

護
し
て

い
る
母
、
ま
た

は
母

に

代
わ

っ
て
そ

の
児

童
を
養

育
し

て

い
る
人
（
養
育
者
）

①
父
母

が
離
婚
後
、
父

と
一

緒
に
生
活

を
し
て

い
な

い
②

父

が
死
亡

後
、
公

的
年

金
を
受

給

し
て

い
な
い
③
父

が
重

度

二

級
程
度
）

の
障
害

が
あ

る
④

父

の
生
死

が
明

ら
か
で
な

い
⑤

父

か
ら
引

き
続
き
一
年
以
上

遺
棄

さ

れ
て

い
る
⑥
父

が
法
令

に
よ

り
引

き
続
き
一
年
以
上
拘

禁
さ

れ
て

い
る
⑦

禾
婚
の
母

の
子
で
、

父
と

一
緒
に
生
活
を
し

て
い
な

い
児
童

次

の
場
合

、
手
当
は

受
け

ら
れ

ま
せ
ん

①
対

象
児

童

が
、
母

の
配

偶

者

（
内

縁
関
係
等
を
含

む
）
に

養
育
さ
れ
て
い
る
②

対
象
児
童

の
母
（
養
育
者
）
が
、
国
民
年
金

（
老

齢
福
祉
年
金
を
除
ぐ
）
・
厚

生

事

金
等
公
的
年
金

を
受

け
ら

れ
る
③
昭
和
6
0年
８
月

１
日
以

降
に
手

当
の
支
給
要
件

に
該
当

し

て
か
ら
五
年
を

経
過
し

て
も

手

当
の
請
求
を
し
な

か
っ
た
と

ぎ
等

※
所

得
に

よ
り

支

給

が
制
限

。

ま
た

は
停
止
さ
れ

る
こ

と
が

あ
り
ま
す

。

1
2
月
1
1
日
火
か
ら
郵
便
局
・

銀
行

で
1
2月

期
（
８

～
Ｈ
月
分

）

の
手

当
を
お
受
け
取
り
く

だ
さ

い
。現

況
届
を
ま
だ
提
出
し

て

い

な
い
人
は
、
必
要
書
類
を

添
付

の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

問
児

童
福
祉
課
給
付
係

℡
鰯
・

農耕地に犬・猫などしいたけ栽培資材

松
戸
市
立
病
院
（
上
本
郷
）
は
1
2
月
3
1
日
月
に
外
来
診
療

を
行
い
ま
す
。

受
付
時
間
…
午
前
８
時
3
0
分
～
1
1
時

問
市
立
病
院
医
事
課
℡
3
6
3
・
2
1
7
1
内
線
１
１
０
１
、
Ｉ

を入 れないで！をあっせんします
問農政課指導係℡366 ―ﾜ328

農耕地に犬・猫などが入り、農作
物に被害を与えています。
犬・猫などが農耕地に入ら

ないよう、飼い主の皆さんの
ご協力をお願いします。

薬剤による野ネズミ
駆除を行います

問農政課指導係℡366 ―ﾜ328

農作物を食い荒らす野ネズミを退

治するため、農耕地に駆除剤を仕掛

けます。

ご注意ください。

駆除期間…1月10 日歯～16 日歯

品
目
・
価
格
原
木
（
長
さ
九
十
セ
ン
チ
）
一
本
三
百
三
十
円
、
種

誚
二
十
個

（
原
木
一
本
分
）
百
二
十
円

、
電
動
ド
リ
ル
用
替

刃
一
本
七

百
円

申
1
2月
2
0日
㈲
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
往
復
ハ

ガ
牛
に
希
望
品

目
・
数
量

・
住
所
・
氏
名

‘
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、

〒
2
7
1

-
8
5
8
8
松
戸
市
根
本
三
八
七
の
五
松
戸
市
役
所
農
政
課

内
　
松
戸
市
森
林
組
合
（
℡
3
6
6
・
7
3
2
8
）
へ

※
引
き
渡
し
日
時
、
場
所
に
つ
い
て
は
平
成
1
4
年
１
月
中
に

通
知
し
ま
す
。

※
電
動
ド
リ
ル
の
貸
し
出
し
（
原
木
一
本
に
付
き
五
十
円
）
に

つ
い
て
は

、
引

き
渡
し
当
日
現
地
で
申
し
受
け
ま
す
。

遺
児

手

当

の
1
2
月

期
分

（
８

～
一
1
1
1
1

一
月

分

）
を
1
2
月
1
0
日

側

以

降

に
受

給

者

の
指

定

口
座

に

振

り

込

み

ま

す

。

支

給

月

額
（
児

童

一

人

に

付

き

）
父

母

の

一

方

と

死

別

＝

五

千

互

白
円

、

両

親

と

死

別

＝

一

万

五

百

円

（
８

月

・
１９一
月

・
４

月

の
年

三

回

支

給

）

た
児

童
（
中
学
校
事
業
ま
で
）
を

扶
養
し
て

い
る
人

申
請
に
あ
嬰

な
も
の
①

認
め
印

②
一
ヵ
月
以
内
に
発
行

さ
れ
た

世
帯
全
員
の
住
民
票
（
本
籍
等

す

べ
て
記
載
さ

れ
た

も
の
）
ま

た
は
外
国
人
登
録
原
票
記
載
事

項
証
明
書

③
一
ヵ
月
以
内

に
発

行
さ
れ
た
申
請
者
と
遺
児
記
載

の
戸
籍
謄
本

①
申
請
者
名
義
の

預
金
通
帳
（
郵
便
局
を
除
ぐ
）
の

表
紙

の
コ
ピ

ー

受
付
期
間
随
時
（
申
請
の
翌
月

か
ら
支
給
）

※
現
在
受
給
中

の
人

は
手

続
き

は
不
要

で
す
。

問
児

童
福
祉
課
給
付
係

℡
3
6
6
・

在
宅
介
護
め
窓
口
か
ら

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割

支
援
課
内
℡
3
6
6
・
7
3
4
3

今
回

は
介
護
予

防
教
室
に
つ

い
て
ご
紹
介
し

ま
す

。

八

つ
つ
あ
ん

広
報
ま
つ
ど
に

「
介
護

予
防

教
室

」

つ
て
あ

る
け

ど
、
ち

ょ

っ
と
近
く
の
在
宅
介
護
支

援
セ

ン
タ
ー
で
聞
い
て
み
よ
う

。

八

つ
つ
あ
ん

介

護
予
防
教
室
に

つ
い
て
聞

き
た

い
ん
だ
け
ど
。

相
談
員

年

を
と

る
と
体
力

・
気
力

が

少
し

ず
つ
衰
え
て
家

の
中

に
閉

じ
こ

も
り

が
ち

に

な
っ

た
り

、

病
気
や
骨
折

が
も
と

で
寝

付

い

て
介

護

が
必
要
に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す
ね
。

八

つ
つ

あ
ん

あ
１

、
隣

の
ご
隠

居
も
そ
う

だ
っ
た
な
１
．

相
談

貝

ち
ょ

っ
と
し

た
心
掛
け
で
防

げ
る
こ
と
も
多

い
ん
で
す
。
そ

れ
に
、
で
き

る
だ
け

体
調
の
良

い
時
は
外
に
出

か
け

て
人

と
お

話
し
し
た
り
、
季
節
の
変
化
を

楽
し
ん
だ
り
し
て
生
活

に
潤

い

を
も
つ
事
で
、
介
護

を
受

け
る

時
期
を
少
し
で

も
先

送
り

す
る

よ
う
に
心
掛
け
る
事
も
大
切
で

す
ね

。
い
つ
ま

で
も
住
み
慣
れ

た
家
で
自
分
ら
し
ぐ

暮
ら
す
知

恵
を
出
し
合
う

と
こ

ろ
、
そ
れ

が
介
護
予
防
教
室
で
す
。

八
つ
つ

あ
ん

そ
れ
で
、
中

身
は
ど
ん
な
ん

で
す
か

い
。

相
談

貝

介
護
予
防

教
室
は
お
年

寄
り

が
家
に
閉
じ
こ
も
り

っ
き
り
に

な
ら
な

い
工
夫

や
、
孤
立
し

が

ち
な
生
活
を
み

ん
な
で
支
え
合

っ
て

い
こ
う
と

い
弓

教
室
で
す
。

具
体

財
な
中
身
は
、

①
膏

折

予
防
の
た
め

の
工
夫

②

住
ま

い

の
段
差
解
消

や
生
活

空
間
の
環

境
づ
く
り
⑤

痴
ほ
う

予
防
や
そ

の
介

護
に
つ

い
て

①
歌

や
手
遊

び
、
小
物
作
り
等

楽
し

み
な

が

ら
心
身

の
リ

フ
レ

ッ
シ
ュ
を
図

る
催
し
物
⑤

公
謖
保
険
や
市

の

福
祉
サ

ー
ビ
ス
に

つ

い
て
の
学

習
会
な
ど
各
地
域

の
在
宅
介
護

支
援
セ

ン
タ
ー
が
工

夫
を
凝
ら

し
て
介
護
予
防

教
室
を
開

い
て

い
ま
す
。

八
つ
つ
あ
ん

へ
え
ー
、
そ
ん
な
に
あ
る
の

か

い
。

相
談

貝

松
戸
市
に

は
十
二
ヵ
所
に
在

宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー

が
あ

っ

て
、
介
護

や
福
祉

の
専
門
家

が

親
身
に
な

っ
て
相

談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

八
つ
つ
あ
ん

そ
り

ゃ
、
心

強

い
ね
え
。
利

用
し
な

い
手

は
な

い
ね
。
介
護

予
防
教
室
に
参
加

し
た
時
に
相

談
に
乗

っ
て

も
ら
っ
て
も

い
い

の
か

い
。

相
談

貝

も
ち

ろ
ん
個
別

に
、
電
話

や

訪
問
相
談
に

も
応

じ
ま
す

。
住

み
慣
れ

た
家

で
一
日
で
も
長
く

快
適
な
生
活

が
で
き

る
よ
う

に

お
手
伝

い
さ
せ

て

い
た
だ
き
ま

す
。

八

つ
つ
あ
ん

今
度
、
顔
出
し

て
み

る
か
。

遺
児
手
当
１
２
月
期
を

支
給
し
ま
す

児
童
扶
養
手
当
１
２
月
期
を

支
給
し
ま
す

3
広報まつど

ふるさとの昧 元

祖

松

戸

七

福

神

鍋

提

供

店

を

募

集

ふれあいサービス会員を募集

福祉公社

し転市
ま入立

す学松
試戸
験高

を校
実へ
旛の

は
さ
れ
て

い
ま
す
か

児
童
扶
養
手
当
の
申
請

新
た
に
手
当
の
支
給
を
希
望

す
る
人
は
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い対

象

市

内
に
居
住
し
、
父

母

の
一
方

ま
た
は
両

親
と
死
別
し

市
立
病
院
で臨

時
外
来
診
療
を
し
ま
す

第
六
回
介
護
予
防
で
の

颱
一
市
在
宅
胯
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
介
護

12月31日月
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ご
み
の
８
分
別
成
果
（
中
聞
報
告
）

リ
サ
イ
ク
ル
す
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

九
割
が
正
し
く
分
別

４

月

か
ら
ご

み
の
８

分
別

が
始
ま
っ
て
、
八
ヵ

月
が
経
過
し
ま
し
た

。

今
回

は
、
８

分
別

の
取
り

組
み
の
成
果
を

、
こ

の
半
年

（
４

月
～
９

月
）
の
実
績

を
ふ

ま
え

て
報
告
し
ま
す
。

な

お
、
市
で
は

今
後
と

も
収

集
体
制
や
収
集

回
数
の
検
討

な
ど
、

皆

さ
ん
が
よ

り
出
し
や

す
く
、
分
別

し
や
す
い
体
制
の
整
備

を
心

掛
け
、

ご

み
の

減
量
や
リ

サ
イ
ク
ル

の
向
上
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す

。

問

環
境
計
画
課

℡
3
6
6
・
7
3
3
1

1

リ

サ

イ

ク

ル

す

る

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

の

分

別

状

況

と

発

生

量

（

六

ヵ

月

間

）

皆
さ
ん
が
家
庭
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ

ン

に
出

し

た

「
リ

サ

イ

ク

ル

す

る

プ

ラ

ス
チ

ッ
ク
」

は

、

日

暮

ク

リ

ー

ン

セ

ン

タ

ー

で

圧

縮

梱

包

さ

れ

て

、
国

が

指

定

し

た

リ

サ

イ

ク

ル
会
社
に
引
き
渡
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ

の

際

、
異

物

や

汚

れ

た

プ
ラ

ス

チ

ッ
ク

が

多
量

に
入

っ
て

い
る
と

、

そ

の
会

社

で

は

引

き

取

っ
て

も

ら

え

な
く

な

り

ま

す

。

そ

の
よ

う

な

意

味

で

、

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

ご
み

の

リ

サ

イ

ク

ル

は

、

皆

さ

ん

の
分

別

に

支
え

ら

れ

て

い
る

と

言

っ
て

も

過

言

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

分

別

の

状

況

は

次

の

表

１

の
と

お
り

で

、

５

月

で

は

三

割

近

か

っ

た

異

物

が
、

９

月

の

デ

ー

タ
で

は

約

一
割

と

な

っ
て

お

り

、

分

別

の

状

態

が
少

し

ず

つ
良

く

な

っ
て

い

ま

す

。

表1 リサイクルするプラスチックの分別状況

異物(リサイクルするプラスチッ

ク以外のもの)

表2 半年間のごみ発生量と当初の予測

こ

の
半
年

問
の
各
ご
み

の
発
生

量

（
表

２
）
で
は
、
当
初

の
予
測

よ
り

「
そ

の
他

の

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

な
ど
の
ご
み
」
の
発
生
量

が
多
く

、

そ

の
分

「
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
プ
ラ

ス
チ

ッ
ク
」
の
発
生
量

が
少
な

い

状
況

で
す
。

軽

い
汚

れ
を
ふ
き
と

っ
て
、
リ

サ
イ

ク
ル
す
る

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク
に

入

れ
る
よ
う

、
皆
さ
ん
の

ご
協

力

を

お
願

い
し
ま
す
。

ごみの種類 発生量(t/半年)Ａ 当初予測量(t/半年)Ｂ 差A一Ｂ

燃やせるごみ 60,821　t 59,483 t 1,3381

ﾘｻｲｸﾙ するﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 3,296 4,511 -1,215
その他のプラスチックなどのご み 3,636 2,888 ﾜ∠L8

陶磁器・ガラスなどのご み 552 1,65ﾜ -1,105
ペットボトル(協力店舗回収) 68 箍0 -82
資源ごみ 8,ﾜ26 8,00ﾜ ワ19

粗大ごみ 1,030 953 刀

有害ごみ 引 53 -12
計 ﾜ8,1ﾜ0 ﾜﾜ,ﾜ02 468

プラスチックのリサイクル方法

ルし てい まし た。8 分別 にな ってから 、その方 法が幅広 ＜な ってい ます( 下表)。

平成12 年度まで 平成13 年度

RD 日 (固形燃料）

にし 、燃料として再

利用

① 原材 料リ サイク ル…手 選別し 粉砕洗 浄後 、板状に加 工し 、

プ ラスチッ ク製品 にする

②ガ ス化リ サイクル …専 用炉で 溶融し 、各成 分に分 解し てガ

スは 発電に 、固形 物は材 料とし てリ サイ クル する

③油化 リサ イクル …重油 相当の 製品にし て 、ボ イラ ーの燃料

等 に使用 する

※今年度から、市独自に焼却施設で発生する灰をエコセメントとしてリサイクルする事業も始めましたO

ごみの８分別の効果（リサイクル量と費用）
表3 松戸市のリサイクル量の変化

犬 平成12年度(実績)平成13年度(告示)

プラスチ

ック類

固形燃料 6,304 t 0  t
ﾘｻｲｸﾙ するﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 18 5,500

資源ご み(瓶・缶･ 金属 一紙等) 14,552 13,632

ペットボトル ０ 300
焼却灰（エコセメント） 301 1,500

有害ごみ 94 105
集団回収の物(資源ごみペットボトル)25,401 26,620

リサイクル量の計（A） 46,6ﾜ０ 4ﾜ,657

ごみ総量（B） 180,389 182,020
リサイクル率A÷B×100％ 25.9％ 26,2％
※リサイクルするプラスチック告示量5,500トンは、ごみ

の当初予測量のうち、指定法人へ渡す分のものです。

5分別のときも市では独自にプラスチッ

クのリサイクル(RDF という固形燃料を

作る）をしていたので、右の表3に示した

ように8分別にして急にリサイクルの量が

増えたわけではありません。

しかし 、8分別が定着すれば 、「その他の

プラスチックなどのごみ」から「リサイク

ルするプラスチック」への移行が期待でき

ます。その結果、ごみの焼却領を減らして

いくことになり 、地球温暖化の防止にもつ

ながります。

1 2
月
2
9
日
(
土
)
終
了
ｙ
ｙ
ｙ
１
月
４
日
(
金
)
か
ら
開
始

１
２
月
2
4
日
(
月
)
は
休
日
で
す
が
、
ご
み
の
収
集
・
し
尿
の
く
み
取
り
を
行
い
ま
す

年
末
は
、
大

掃
除
な
ど
で

年

内
に
し
尿

の
く

み
取

り

が
必
要
な
場
合

は
、
早
め
に

連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

※
粗
大

ご
み
の
申
し

込
み
受
け
付
け

は
、
年

末
は
1
2
月
2
8
日
（
金
）
ま
で
、
年
始
は
１
月
４

日
(
金
)
か
ら
開
始
し
ま
す
。

問

塚
境
業
務
課

℡
3
6
6
・
7
3
3
3

資源ごみ・有害ごみ

収集曜日 12月最終収集日1月収集開始日

月曜地区 24日(月) ７日(月)

火曜地区 25日(火) 8日(火

)水曜地区 26日(水) ９日(水

)木曜地区 27日(木) 10 日(木

)金曜地区 28日(金) 4日(金

)土曜地区 29日(土) 5日(土

今まで市が全額負担して実施していたプラス

チックのリサイクルも 、「リサイクルするプラ

スチック」を分別することで、「容器包装リサ

イクル法」のリサイクルルート（指定法人ルー

ト）が活用できるようになり、その結果、法律

の仕組みによって､ リサイクル費用の大部分が、

市の負担でな＜、特定事業者（容器包装プラス

チックを製造したり 、使用している事業者）が

負担するようになっています。

ちなみに、今年度のプラスチックのリサイク

ル予定量は5,500 トンですが 、それを今年4 月

から市が実施している方法でリサイクルするに

燃やせるごみ 陶磁器・ガラスなどのごみ

収集曜日 12月最終収集日ﾖ涓収集開始日 収集曜日 12月最終収集日 1月収集開始日

月･水･

金地区
28日(金) 4日(金)

第2水曜地区 12日(水) 9日(水)

第3水曜地区 19日(水) 16日(水)

第4水曜地区 26日ﾖ(水) 23日(水)

火･木･

土地区
29日(土) 5日(土)

第2木曜地区 13日(木) 10日(木)

第3木曜地区 20日(木) 17日(木)

第4木曜地区 27日(木) 24日(木)

1
2月
1
9日

水
午
後
５
時

か
ら

会
場
市
役
所
議
会
棟
三

階
特
別
萎

員
会
室

※
傍
聴
で
き
ま
す

。

問

教
育

委
員
会
企
画
管
理
室

℡
3
6
6

・
7
4
5
5

1
2月
1
9日

水
ま

で
の

〔
閉

庁
日

を

除
ぐ
〕
午
前

８
時
3
0分
～

午
後

５
時

龠
場

み
ど
り
と
花
の
課
（
市

役
所
新
館
八
階
）
　
内

容
建
築
や
宅

地

造
成
等

の
行
為

の
制

限
を
解
除

し

た
こ

と
で
、
生

産
緑

地
の
機
能

が
失

わ
れ
た
こ

と
に
よ
口

変
更

す

る
地
区

ほ
か

※
案
に

つ

い
て
意
見
書

の
提
出
が

で
き
ま
す
。

問

み
ど
り

と
花

の
課
保
全
係

℡
3
6
6

・
7
3
7
8

リサイクルするプラスチック その他のプラスチックなどのごみ

収集曜日 12月最終収集日 1月収集開始日 収集曜日 12月最終収集日 阻収集開始日

月曜地区 24日(月) 7日(月) 水曜地区 26(水) 9日(水)

火曜地区 25日(火) 8日(火) 木曜地区 27(木) 10日(木)

水曜地区 26日(水) 9日(水) 金曜地区 28(金) 4日(金)

木曜地区 27日(木) 10日(木) 土曜地区 29(土) ５日(土)

金曜地区 28日(金) 4日(金) 月曜地区 24(月) ７日(月)

土曜地区 29日(土) ５日(土)火曜地区 25(火) 8日(火)

1
2
月
1
4
日
(
金
)
～
2
8
日
(
金
)
〔
閉
庁

日
を
除
く
〕
午
前
８
時
3
0
分
～
午

後

５

時

（
県

都
市

政

策

課

は

午

前

９

時

～

午

後

５

時

）
　

内

容

お
よ

び
会
場
①
用
途
地
域
の
変
更
案
＝

市

都
市

計
画

課

（
市

役

所

新

館

九

階
）
・
県
都
市
政
策
課
②
高
度
地

区

、

防

火

地

域

お

よ

び

準

防

火

地

域

の

変

更

案

＝
市

都

市

計

画

課

問
市
都
市
計
画
課
℡
3
6
6
・
7
3
7

２

、

県

都

市

政

策

課

℡
0
4
3・
2
2
3・

1
2
月
2
0
日
(
木
)
午
後
２
時
か
ら

会
場
市
役
所

議
会
棟
三
階
特
別
委

員
会

室

※
傍
聴
で
き
ま
す
。

問
教
育
萎

員
会
企
画

管
理
室

℡
3
6
6

・
7
4
5
5

大

規

模

小

売

店

舗

の

変

更

事

項

に

関

す

る

縦

覧

対
象
店

舗
名
称
（
仮
称
）

マ
ミ

ー
マ

ー
ト
松
戸
高
塚

新
田

店

変

更
内
容
駐
車
場

の
収

容
台
数

・
駐

輪
場

の
収
容
台

数
　

縦
覧
期

限

半

成
1
4
年
３
月
１
日
(
金
)
縦
覧
場
所

商
工

観
光
課

（
京
葉

ガ
ス
Ｆ
松

戸

第
二
ビ
ル
四
階
）

問
商
工
観
光
課

℡
3
6
6
・
7
3
2
7

経
済
産
業

省
で
は
、
製
造
業
を

営
む
事
業
所
を

対
象
に
工

業
の
実

態
お
よ

び
エ
ネ

ル
ギ
ー
消

費
の
実

態
を
明
ら

か
に

す
る
こ

と
を
目
的

と
し

て
、
毎
年
1
2月
3
1日
現
在
で

工
業
統
計
調
査

お
よ
び
石

油
等
消

費
構

造
統
計
調
査

を
実
施
し
て

い

ま
す

。
調
査

結
果
は
、
経
済
動
向

を
把
握
す

る
た
め
の
重
要

な
資
料

と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

1
2月
中
旬

か
ら
１
月
に
か
け
て

調
査
員

が
伺

い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を

お
願

い
し

ま
す
。

問
総
務
企
画
本
部
総
務
課
統
計
係

℡
3
6
6
・
8
0
5
6

市 では 、一 般 競 争 入 札 で市 有地 を 売 り

払 い ま す。

売 払 市 有 地 の 概要

所在地松戸市小根本字向原台172番1外1

筆 種類土地 地目宅地 地積1,821.41㎡

用 途 地 域 準 住 居 地域　 建 ぺ い 率60 ％

容 積200 ％

入札参加受付期間…12月10日(月)～20日

(木)〔閉庁日を除く〕午前9時～正午、午

後1 時～5 時

入札日時…12月21日(金)午後2時

申 込 受 付 場 所 … 市 役 所 新館6 階管 財 課

※入札参加申込書は管財課で配布してい

ま す。

※ オ ウム 真 理 教 （アレ フ ） 信 者 の申 し 込

みは 受 け 付 け ま せ ん。

問管財課管財係℡5366-7316

ご
み

が
多
く
出

ま
す
。
分
別

を
正

し
く
守

っ
て
計
画

的
に

集
積
所
に
出
し

ま
し

ょ
う

。

広報まつど
４

について

参

考

今までプラスチックは、市の独自ルートでRDF  (固形燃料)にしてリサイク

プラスチック類のリサイクル方法の推移

◆リサイクルの量

は、実質、約5億8,000 万円（トン当り105,000

円）のリサイクル費用がかかります。

し かし 、市では8 分別により法律に基づく リ

サイクルルートでリサイクルできているので、

その内の約5 億3,000 万円が特定事業者の負担

となります。このように8 分別になり、皆さん

がきちんと分別してくれることで、特定事業者

の責任でリサイクルが果たされるようになり、

その結果、市のリサイクル費用も軽減される体

制が整備されました。

なお、ごみ処理コストの詳細については、今

年度決算終了後に広報まつどでお知らせします。

◆リサイクル費用（リサイクルルートの活用で市の負担を軽減）

平
成
１３
年
工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

都
市
計
画
の
変
更
案
の
縦
覧

松
戸
都
市
計
画
生
産
緑
地
地

区
の
変
更
案
の
縦
覧

松
戸
市
教
育
改
革
市
民
懇
話

会

松
戸
市
学
校
施
設
整
備
推
進

協
議
会

市有地を売り払います

適 合物( きれい な 容器包 装プ ラス
チ ック

平成13年

▽
当
初
予
測
を
下
ま
わ
る
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
の
発
生
量

▽
分
別
状
況
が
向
上
し
て
ま
す
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松戸市の職員給与等を

公 表 しま す

市民の皆さんに松戸市の一般職および特別職の給与等について理解して

いただくため、その概要をお知らせします。

なお。特別職の給与および一般職の管理職手当について、平成11 年1月1

日から平成14 年３月31日までの間、減額措置を実施しておりますが、本市

の財政事情に鑑み、平成14年4月1日から平成15年3月31日までの間、特別

職の給料の５％、市長および助役は期末手当の10 ％、その他の特別職は期

末手当の5％を減額し、課長相当職以上の管理職手当を10 ％、課長補佐相

当職の管理職手当を5 ％減額する条例を提案しました。

問人事課給与係℡366-7306

人 件費の状況 （普 通会計決算 ）

区　分
住民基本台帳

人口（年度末）
歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ

人件費率

(Ｂ／Ａ)

(参考)

11年度の人件費率

12年度
(13.3.31)

461,562 人

千円

108,531,130

千円

3,287,985

千円

30,869,493
28.5％ 27.1％

人件 費 には 、給料 、報 酬 、諸手当 、共済費 等 が含 まれ ます。

一般職員給与費の状況( 普通会計当初予算)

区 分 職員数Ａ
給　　与　　費 1人当たり

給与費
(Ｂ／Ａ)

職員1人当たりの住民数

給　料 職員手当 期末勤勉手当 計　Ｂ 松戸市 県内市分平均

13年度
(13.4.1)

3,264人

千 円

14,419,388

千円

4,338,651

千円

6,925,280

千円

25,683,319

千円

7,868
141.4人 126.6人

1.この「職員手当」には、管理職手当、扶養手当、調整手当、住居手当、通勤手当、特殊勤務手

当、時間外勤務手当等が含まれ、児童手当、退職手当を除いたものです。

職員１人当たりの住民数は、職員が少なければ少ないほど数値が高くなります。松戸市は、他
市に比べ少ない職員数で市の仕事を遂行しています。

職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（平成13年4月1日現在）

一 般 行 政 職 技　能　労　務　職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

389,415 円 517,208円 44 歳9月 311,249円 382,908 円 46 歳5月

区　分 松 戸 市 国

期末手当

勤勉手当

(12年度支給割合)
期末手当　　 勤勉手当

6月期　　　　1.45月分　　　0.6 月分

12月期　　　　1.6 月分　　0.55 月分

3月期　　　　0.55月
分　　　一　月分

計　　　　　3.6 月分　　　1.15月分
職制上の段階、職務の級等による加算措置…有

(12年度支給割合)
期末手当　　 勤勉手当

6月期　　　　1.45月分　　0.6月分

12 月期　　　　1.6 月分　　0.55 月分

3月期　　　　0.55月
分　　　一　月分

計　　　　　3.6 月分　　　1.15月分
職制上の段階、職務の級等による加算措置…有

退職手当

支給率（13年度）自己都合　　 勧奨・定年
勤続20年　　21.0 月分　　34.65月分

勤続25年　　33.75 月分　　44.55月分
勤続35年　　　47.5月分　　62.7月分
最高限度額　　60.0月分　　62.7月分
その他の加算措置
定年前早期退職特例措置（2％～20％加算）

退職時特別昇給

勤続20年以上　1号俸または2号俸
1人当たり平均支給額（12年度）

自己都合　　 勧奨・定年
2,894-千円　　241,410千円

支給率（13年度）自己都合　　 勧奨 一定年
勤続20年　　　21.0月分　　28.875月分
勤続25年　　33.75 月分　　44.55 月分
勤続35年　　　47.5 月分　　62.7　 月分

最高限度額　　60.0月分　　62.7　月分
その他の加算措置

定年前早期退職特例措置（2% ～20％加算）
退職時特別昇給　1号俸

自己都合退職の最高限度額については、45年間勤続し た率です

調整手当

(13 年4月

1日現在)

支給対象地域 全　地　域

支給率 10％

支給対象職員数 3,246人 、

国の制度（支給率） 3％

支給対象職員1人当たり平均支給年額（12年度決算） 440,551 円
1｡一般行政職とは､税務職､福祉職、医療職、消防職､教育職､企業職、技能労務職等を除いた職員を
いいます。技能労務職とは、自動車運転手 、守衛、業務員、用務員、給食調理員等をいいます。

2. 給与月額とは 、月々支給される給料と職員手当（期末・勤勉手当 、退職手当を除くすべての手当）

の合計をいいます･。

職員の初 任給の状 況 （平 成13 年4 月１日現在 ）

区　　　分
松 戸 市 国

初任給 採用2年経過日の給料額 初任給 採用2年経過日の給料額

一般行政職
大学卒 188,900 円 203,800 円

１種189,000 円 203,800 円

Ⅱ種174,400円 188,900円

高校卒 151,800 円 167,400 円 141,900 円 151,800円

特殊勤務手当

(12 年度)

区　　　　　　分 全　職　種
職員全体に占める手当支給職員の割合 39.7%

支給対象職茴1人当たり平均支給年額 54,683円
手当の種類（手当数） 24種類

代表的な手当の名称

支給総額の多い手当 特殊現場勤務手当、し尿・ごみ
等収集処理手当､救急出動手当、
保育手当、税務手当

多くの職員に支給さ

れている手当
特殊現場勤務手当、危険作業
手当 、火災出動手当 、保育手
当、税務手当

時間外勤務手当

12年度
支　　給　　 総　　 額 839,001 千円

職員1人当たり支給年額 315 千円

11年度
支　　給　　 総　　 額 842,555 千円

職員1人当たり支給年額 311千円

■ 職員の経 験年数別 ・学歴 別平均 給料月額 の状況 （平成13 年4 月１日 現在）

区　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 279,260 円 329,084 円 380,990 円

高校卒 227,600 円 291,340 円 340.075 円

技能労務職 217,825 円 247,015 円 276,439 円

経験年数とは､学校卒業後直ちに市に採用され引き続き勤務している場合には採用後の年数をいい 、

極用前に諡歴笳のある塲合には、その期間を換算し採用後の年数に加算した年数をいいます。

■ 特別 職の報 酬等の状 況 （平 成13 年11 月１日現 在）

区　分 報　酬　等　月　額 期　末　手　当

市　長

助　役

収入役

997,500 円

８17,000円

722,000 円

(12 年度支給割合)

6月期　2.05月分

12月期　2.15月分
3月期　0.55月分

計　4.75月分

議　長

副議長

議　員

720,000 円

660,000 円

590,000 円

※市長，助役および収入役の報酬等月額は，5％減額後の額です。

一般行 政職の級 別職員数 の状況 （平成13 年4 月1日現 在）

区分

級

9級 8級 7級 6級 5級 4級 3級 2級 1級 計

標
準的な

職務内容
本部長
担当部長

担当部長

次長
課長 補佐

主幹
係長

係長 主任主事
主事
技師

事務員
技術員 /

職員数 12人 43 人 195人 157人 480 人 277人 308 人 134 人 33人 1,639人

構成比 0.7％ 2.6％ 11.9％ 9.6％ 29.3％ 16.9% 18.8% 8.2％ 2.0％ 100 ％

参

考

1年前の
構成比

0.9％ 2.2％ 11.7％ 9.6％ 27.2％ 17.8％ 19.7％ 9.196 1.8％ 100 ％

0.8％ 1.4％ 7.396 5.1％ 18.0％ 23.1% 21.8％ 21.9% 0.6％ 100 ％

1｡ 給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
2.標準的な職務内容とは、それぞれの莇に該当寸る代表的な職名です。

定 員の 状況 （平 成13 年4 月1 日現在 ）

部門別職員数の状況

区　　分 職　員　数 対　前　年　増　減　数

大 部門 中 部 門 平成11年 平成12年 平成13年^ 平成11年 平成12年 平成13年

議　　会

総務・企画

税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働

農林水産
商　　工
土　　木

21
503

155 760
343

2

19
23

336

21

479
150

755 322
2

18
23

338

21
479

150 731
319

2

19
26

338

０

△　６

△
５

１１
△ １１

△　１
０

△　１
△　7

０

△２４
△　５
△　５

△２１
０

△　１

０
２

０
０
０

△ ２４

△　３
０
１
３
０

小　 計 2,162 ' 2,108 2,085 △20 △54 △23

特別行政
教　　育
消　　防

658引０
674

511
662

510
△　６
△　１

１６
１

△1
2 △　１

小　 計 1,168 1,185 1,172 △　7 17 △1

3普 通 会 計　 計 3,330 3,293 3,257 △27 △37 △36

計

病　　院
水　　道
下 水 道
そ の 他

947
29

106 59

933
29

102
64

936
29
9ﾜ　
85

△ １０

０
０
１

△ １４
０

△　４
５

３
０

△
５

２１

小　 計 1,14

1

1,12

8

1,147 △ ９ △13 19

総　　合　　計 4,471 4,421 4,404 △36 △50 △17

昇給期間短縮の状況

区　　　　　　　分
合計

一般行政職 技能労務職

12年度

職　員　数　　　　　　　 （Ａ） 2,129人 1,637人 492 人

普通昇給期間（12～24 月）を短縮して
昇給し た職員数　　　　　 （Ｂ）

63人 31人 32 人

比　率　　　　　　( Ｂ)／(Ａ) 3.0％ 1.9％ 6.596

11年度

職　員　数　　　　　　　 （Ａ） 2,532人 2,029人 503 人

普通昇給期間（12～24 月）を短縮して
昇給した職員数　　　　　　（B）

65 人 45人 20 人

比　率　　　　　　( Ｂ)／(Ａ) 2.6％ 2.2％ 4.0％

■ 職員手当の状況（平成13年4月1日現在）

区 分 松　　戸　　市 国

配偶者　　　　　　　　　　　　16,000円

配偶者以外の扶養親族
1人目

配偶者が扶養親族　　　　　　　6,000円

､配偶者が扶養親族でない　　　　6,500円

配偶者がない　　　　　　11,000円
2人目　　　　　　　　　　　　6 即O円

3人目～　　　　　　　　　　　3,000 円

16歳～22歳の子1人につき加算する額5,000円

配偶者　　　　　　　　　　　　16,000円

配偶者以外の扶養親族
1人目

配偶者が扶養親族　　　　　　　6,000円

配偶者が扶養親族でない　　　　6,500円

配偶者がない　　　　　　　11,000円
2人目　　　　　　　　　　　　6,000円

3人目～　　　　　　　　　　　3,000 円

16歳～22饑の子1人につき加算する額5,000円

叉
借家・借間居住者

(家賃8,500円を超える場合に限る)
家賃の額に応じて27,000円を限度に支給

持家居住者　　　　　　9,4100円

借家・借間居住者
(家賃12,000円を超える場合に限る)

家賃の額に応じて27,000円を限度に支給
持家居住者

新築・購入後5年間　　　2,500円
その他の者　　　　　　1,000円

ミ
電車・パスを利用する場合

定期代等45,000円までは全額支給、それを超える

部分は半額支給(5,000円を限度）

自動車等を使用する場合
使用距離等に応じて4,600円～45,mO 円を支給

電車・パスを利用する場合

定期代等45,000円までは全額支給、それを超える

部分は半額支給（5,000円を限度）

自動車等を使用する場合
使用距離等に応じて2,000円～20,900円を支給

(注)職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員等を含み、臨

時または 非常勤職員を除い てい ます( 教育部 門の人 数には 、教育 長が含 まれてい ます) 。

● 職 員数 の増減 状況

大部門 中　部　門 増員数 減員数 差　引 主　な　増　減　理　由

一般
行政

議　 会 ’
総務・企画
税　　務

民　　生
衛　　生
労　　働

農林水産
商　　工

土　　木

０
９
０

14 ３

０
１
３

7

０

△ ９
０

△３８

△ ６
０

０
０

△7

０
０
０

△２４

△ ３
０

１
３
０

業務の増、部門間の組み替え等

部門の統合、欠員不補充等
業務の見直し等

欠員補充
部門間の組み替え
業務の増、部門間の組み替え等

特別

行政

教　　育

消　　防

１３

０

△25

△1

△ １２

△ １

学校調理員業務の見直し等

欠員不補充

公営

企業

等会

計

病　　院

水　　道
下 水 道
そ の 他

３
０
０

２８

０
０

△ ５
△7

３
０

△
５

２１

欠員補充

業務の見直し等
部門間の組み替え等

２
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情報

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です

ス
ポ
ー
ツ

グ

ラ

ウ

ン

ド

ゴ

ル

フ

ー
フ

ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教

室

1
2
月
1
6
日
(
日
)
午
前
９
時
～
正
午

会
場

南
部
小
学

校
体
育
館
・
校
庭

費
用
百
円

（
保

険
料
）

申
当
日
会
場
で

問
体
育
指
導
委
員
・
滝
沢
℡
3
6
2
・
1
0
0
9

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

１
月
５
日
～

３
月
3
0日

の
毎

週

土
曜
日
、
Ａ
ク
ラ
ス

＝
午
前

８
時

か
ら
、
Ｂ

ク
ラ

ス

＝
午
前

９
時
3
0

分
か
ら
　

会
場
中
央
公

園
庭
球
場

対
象

市
内

在

住
・
在

勤
の
人

定

員
七
十
人
（
抽
選
）
　
費
用
八
千

円
（
保
険
料
を
含

む
）

申
1
2
月
1
4
日
(
金
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往

俣
（

ガ
キ
に

住
所

・
氏
名

・
電

話
番
号

・
希
望

ク
ラ
ス
・
返
信

用

あ
て
名
を
記
入
し

て
、
〒
2
7
0
－
8

6
9
1

松
戸
北
郵
便

局
私

書
箱
一

二
号

松
戸
市

テ
ニ
ス
協

会
・
平

木

（
℡
3
3
0
・
4
1
1
2

）

へ

レ

ス

リ

ン

グ

教

室

１
月
2
0日

～
２
月
1
7日

の
毎

週

日

曜
日

〔
全
五
回
〕
午
前
９
時
3
0

分
～
正

午

会
場
運
動
公

園
体

育

館

対
驟

幼
児
～
中
学
生

定

員

先
着
三
十
人
費
用
無
料

申
直
接
ま
た
は
電
話
で
ス
ポ
ー
ツ

課

℡
3
6
3
・
9
2
4
1

へ

「
」
松

戸

市

民

ス

キ

ー

大

会

兼

県

民

体

育

大

会

ス

キ

ー

競

技

会

代

表

選

考

記

録

会

１
月
2
0
日
(
日
)
会
場
群
馬
県
水

上
奥
利
根

ス
キ

ー
場
　

種
目
大
回

転
競
技

費
用
貂
人

戦

＝
二
千
円
、

団
体
戦
（
一
チ
ー
ム
五
～
十
人

）
＝

五
千
円

申
1
2
月
2
5
日
(
金
)
ま
で
に
、
所
定
の

申
し
込
み
用
紙

で

問
松
戸
市

ス
キ
ー
連
盟

・
高
橋

℡

3
6
2
・
1
8
0
0

（
日

曜
日

、
祝
日

を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
７
時
）

「
」
体
カ
テ
ス
ト
ー
ラ
ー
ジ
ボ

ー

ル

教

室

1
2
月
1
6
日
(
日
)
午
前
９
時
～
正
午

会
場
新
松
戸
西
小
学

校
体

育
館

費
用
百
円

（
保
険
料
）

申
当
日
会
場
で

問
埜

育
指
導

青

貝
・
宮

崎

℡
3
4
6
・

［
］
グ

ラ

ウ

ン

ド

ゴ

ル

フ

教

室

1
2
月
1
6
囗
(
日
)
午
前
９
時
～
正
午

会
場
新
松
戸
西
小
学
校
校
庭
　
費

用
百
円

（
保
険
料
）

申
当
日
会
場
で

問
体
育
指
導
委
員
・
木
下
℡
3
4
5
・
．

［
］
ア

ー
チ

ェ

リ

ー

教

室

１
月
2
0日
～

３
月
1
0日

の
毎
週

日
曜
日

〔
全
八

回
〕

午
後
１
時
～

３
時

会

場
運

動
公

園
武
道
館
多

目
的
室
・
野
球
場
　
対
象
中
学
生

以
上
　

定

員
先

着
三

十
人
　

費
用

千
五
百
円

（
用

具
代

・
施
設
使
用

料
）

申
直
接
ま
た
は
電
話
で
ス

ポ
ー
ツ

課

℡
3
6
3
・
9
2
4
1

へ

講
座
・
講
演

再

就

職

を

め

ざ

す

高

齢

者

「

パ

ソ

コ

ン

講

座

」

１
月
７
日
(
月
)
～
2
8
日
(
金
)
〔
全
十

五

回

〕

午
前

９
時

～

午

後

４

時

会

場

冨

士

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ
専

門

学

校
（
Ｊ

Ｒ

北

小

金

駅

南

口

）
　
対

象

市

内

在

住

の

六

十

～

六

十

五

歳

で

就

職

を

希

望

し

、

パ
ソ

コ

ン

操

作

が

あ

る

程

度

で

き

る

人

定

員

二

卜
四
人
（
抽
選
）
　
費
用
無
料
（
テ

キ

ス

ト

代

実

費

）

申
1
2
月
1
4
日
(
金
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往

復
（

ガ
キ

に

住

所

・
氏

名

・
生

年
月
日
・
電
話
番
号
・
返
信
用
あ

て

名

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
0
－
2
2

5
1

松

戸
市

金

ケ
作

二

七

七

の
四

(
金
)
松
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
（
℡
3
8
4
・
3
1
9
1
　
へ

［

］
新

し

い

ラ

イ

フ

ス

タ

イ

ル

の

す

す

め

1
2
月
９
日
(
日
)
午
後
２
時
～
４
時

会
場
柏
市
中
央
公
民
館
　
内
容
五

十

歳

か

ら

始

め

る

ラ
イ

フ

デ
ザ
イ

ン

～

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

の

た

め

の

生

き

が

い
探

し
　

講

師

ラ
イ

フ

デ
ザ

イ
ン
研
究
所
・
室
昌
夫
氏
　
費
用

無

料

問

生

涯

現

役

と

き

わ

会
　

二
井

℡

3
8
7
・
5
9
5
6

［
］
女
性
大
学
講
座
「
地
域
で
取
り
組
も
う
Ｉ
　
ド
メ
ス
テ
ィ

ッ
ク

ー
バ
イ
オ
レ
ン
ス
の
な
い
社
会
に
」
〔
全
六
回
〕

期日 内　容 講 師

1/19
(土
)

オリエ ン テ ーシ

ョン 「 ド メ ステ
ィック・バイ オレ

ンス」とは

Ｔシ ャツの会ボランティ

アコーディ ネーター･ 杉
山祥子氏 、Ｔシャツの会

事務局長･ 畔上裕子氏

1/26
(土)

「DV 防止法」「女
性に対する暴力］

お茶の水女子大学教授・
戒能民江氏

2/ 2
（土
）

利 用 できる 社 会

資源

新宿区婦人相談員・小川

節子氏

2/ 9

(土)

暴力 が女 性に 与

える 影響･ 子ども
への影響’

越谷市男女共同参画セン
タ ーカウン セラー・中村

敏子氏

2/16
(土

)

滞 日 外国 人女 性

の 罔 題 、支援 の
心 か まえ （ロ ー
ルプレイ）

民間シェルタースタッフ

・ステフアニー・ラルー
氏 、Ｔシ ャツの会講座部
門 スタッフ・児島理恵氏

2/23
(

土)

ク ロ ー ジ ン グ
｢ 地域での取り組

みをどう 進め る
か｣

Ｔシ ャツの会ボランティ
アコーディ ネータ ー･ 杉
山祥子氏 、Ｔシャツの会

事務局長･ 畔上裕子氏

時間午後1時30 分～4時　会場女性センター

ゆうまつど　定員先着30人（保育c訂 歳10ヵ月

以上仙人まで、おやつ代1回200 円）　費用

850 円（テキスト代）

申電話で公民館℡368-1214 へ

【

】
訪

問

介

護

員

（
ホ

ー

ム

ヘ

ル

パ

ー

）

養

成

研

修

〔
三

級

課

程

〕

２
月
］
５
日
(
火
)
・
６
日
(
水
)
・
８
日

(
金
)
・
1
3
日
(
水
)
・
1
8
日
(
月
)
・
1
9
日
(
火
)

・
2
0
日
(
水
)
・
2
1
日
木
・
2
5
日
(
月
)
・

2
6
日
(
火
)
・
2
7
日
(
水
)
、
３
月
2
6
日
(
火
)

ほ
か
二
日

間
の
実
習

〔
日
程
変
更

の
場
合
あ
り
〕
　
会
場
松
戸
市
福

祉
公

社
ほ
か
　

対
象
ホ

ー
ム

ヘ
ル

プ
業

務
に
従
事
を
希
望
す
る
全
日

程
受

講
可

能
な
市

内
在
住
の
人

定
員
五
十
人

（
抽
選
）
　

眥

用
一

万

一
千
円

（
テ
キ
ス
ト
代
ほ

か
）

申
1
2
月
2
0
日
(
木
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
（
一
人
一
枚
）
に
住

所

・
氏
名

（
フ
リ

ガ
ナ
）
　・
生
年

月

日

（
年
齢
）
　・
電
話
番
号

・
受

講
目
的
を
記
入
し
て
、
一
7
2
7
1

－
0

0
6
5

松
戸
市
南
花
島
四
の
六
三

の
五
　
(
財
)
松
戸
市
福
祉
公
社
事
業

係

（
℡
3
6
8
・
2
9
4
1

）
へ

［

］
年

越

し

そ

ば

を

手

打

ち

で

作

ろ

う

1
2
月
Ｈ
日
(
火
)
・
1
2
日
(
水
)
午
前
1
0

時
～
午
後
Ｏ
時
3
0分

会
場

市
民

会
館
　

講
師
千
葉
県
麺
類
業
環
境

衛
生
協
同
組
合
員

・
小
畑
三
郎
氏

定
員

各
日
先
着
二
十
一
人
　

持
ち

物
エ

プ
ロ
ン

∴
二
角
巾

・
ふ
き

ん

二
枚

費
用
五
百
円

（
材
料
費
）

申
電
話
で
消

費
生
活

課

℡
3
6
6
・
7

3
2
9

へ

［
］
油

絵

初

心

者

講

座

１
月
1
0
日
(
木
)
・
2
4
日
(
木
)
・
3
1
日

(
木
)
、
２
月
1
4
日
(
木
)
・
2
1
日
(
木
)
・
2
8

日
(
木
)
〔
全
六
回
〕
午
前
1
0
時
～
午

後
ｏ

時
3
0分

会
場
矢
切
公
民
館

内

容
二
科
会
評

議
員

・
大
隈
武
夫

氏
に
よ
る
指
導
　

定
員
先
着
二
十

五
人
　
費
用
五
千
円

申
電
話
で
洋
画
木
曜
会
・
泉

℡
3
4
4

・
0
8
6
6

へ

【
】
松

戸

村

立

雑

学

大

楽

「

畳

職

人

と

し

て

三

十

七

年
　

昔

と

今

」

1
2
月
1
6
日
(
日
)
午
後
２
時
～
３
時

3
0分

会
場
サ
ン
ヨ

ー
ホ
ー
ム
三

階

薪

京

成
八
柱
駅
下
車
徒
歩
二

分
）
　

講
師
恩
田
忠
治
氏
　

晉
用

無
料

問
金
本
（
サ
ン
ヨ

ー
ホ
ー
ム
内
）

℡
3
8
6
・
０

０乙
０
乙
Ｉ

［
］
家

庭

で

出

来

る

防

犯

対

策

教

室1
2
月
2
0
日
(
金
)
午
後
１
時
～
３
時

会
場
太
陽
ハ
ウ
ス
㈱
本
社
三
階
（
Ｊ

Ｒ
新
松
戸

駅
下

車
徒
歩
四
分
）

定
員
先
着
六
十
人
　

呰
甬

無
料

申
電
話
で
太
陽
ハ
ウ
ス
㈱
℡
3
4
3
・

1
1
1
2

へ

［

］
と

び

だ

す

Ｉ
・
ク

リ

ス

マ

ス

カ

ー

ド

を

作

ろ

う

1
2
月
2
2
日
(
土
)
午
前
1
0
時
～
正
午

会

場
松
飛
台
市
民
セ
ン

タ
ー

内

容
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
と
び
だ
す

カ
ー

ド
作
り
　

講
師
児
童
館
親

ク
ラ
ブ

対

乖
小
学
一
年

生
以
上
　

定
員
先

着
二
十
人
費
用
無
料

申
1
2
月
５
日
(
水
)
午
後
１
時
か
ら
、

電
話
で
常
盤
平
児
童
福
祉
館

℡
3
8
7

・
3
3
2
0

（
月
曜
休
館
）
へ

［
］
新

春

夫

婦

ま

た

は

ペ

ア

ー

社

交

ダ

ン

ス

講

習

会

１
月
６
日
～
2
7日

の
毎
週
日
曜

日

〔
全
四
回
〕
午
後

７
時
～

８
時

3
0分

会
場
小
金
原
市
民

セ
ン
タ

ー
　

内
容
ワ
ル

ツ

ー
ル

ン
バ

ー
ジ

ヤ
イ

ブ
　
費
用
二
千
円

問
日
踊
会
・
和
田

℡
3
4
5
・
0
7
2

7
（
夜
間

の
み
）

【

】
日

舞

・

新

舞

踊

講

習

会

①
1
2
月

６

口
‥
水

・
1
9
日

水

②
1
2

月
１
１
日
(
火
)
・
2
3
日
(
祝
)
各
午
後
１
時

～

３

時

会

場

①

八

ヶ

崎

市

民

セ

ン

タ

ー

②

新

松

戸

市

民

セ

ン

タ

ー

費

用

一

回

三

百

円

問
邦
舞
の
会
・
藤
間
℡
3
4
6
-
8
7

2
5

（
夜

間

の

み

）

パソコン講座のお知らせ

会場松戸職業訓練センター（テクノ21)

■ ＩＴ学習支援コース

定員先着20人費用無料

■パソコン操作習得コース

時間午前9時30分～午後４時30分　対

象求職者　費用無料(テキスト代実費)

講座名 期日 定員

初めてのパソ

コンコース

1/9(水)一10(木)･11(金)

各20
人

1/23(水)･24(木)･25(金)

パソコン活用

コース

1/15(火)･16(水)･17(木)

1/28(月)･29(火)･30(水)

申 「パソコン 操 作」は求 職受 付票を 持

って12 月10 日（月）午 前9 時から､「IT学習」

は12月15日(土)午前9時から、直接松戸

職 業 訓練 セン タ ー（小 金 原1 の 旧 の3 、

25349-3200) 窓 口で受 け付 け （IT学

習 は電 話での申し 込みも可 ）。

※受 け付け 開始 時に 定員 を超 えた 場合

は抽 選

※募集に つい ては毎 月 行い ます。

01/7（月)午後6時～9時

01/9(水)午後6時～9時

○1/16(水)午後ら時～9時

○1/19(土)午前9時30分

～ 午後O 時30 分 、午後1

時30 分～4 時30 分

○1/20(日)午前9時30分

～午後0時30分、午後1

時30 分～4 時30 分

○1/21 (月)午後6時～9時

○1/23(水)午後6時～9時

○1/26(土)午前9時30分

～午後0時30分、午後1

時30 分～4 時30 分

○1/28(月)午後6時～9時

公民館・保健福祉課共催講座「子育てなん
てつらくない」〔全5回〕

日時 内容　　　　　ｉ　　　　講師

1/22

㈲

午前10時
～
正
午

“いま”を充実し て生 きる

～ ない も のね だり より 、

あるも のを楽し む 女性の 学習情報を つ

なぐ 会 ・西山恵美 子

氏1/29(火
)

子育てをつらくさせている

ものって何？　～悩み・不

安を皆で出しあってみよう

2/ 5
(火
)

食習慣の見直し とバラン

スの良い食事・調理実習
栄養士

2/12
(火
)

心にやすらぎを　～アロ

マテラピーでリラックス

アロマテラピーアドバ

イザー・長谷川弘江氏

2/21
(

木)

いいお母さ んを演じ ない

で

子どもの虐待防止セン

ター・広岡智子氏

いきいき働きたい女性の講座「“私
の仕事”をgetしよう!〔全3回〕

期日 内 容 講師

1/18
(

金)

自分に合った仕事

を探そう

～どんな 職業があ

るだろう

フリーライター・カメ

ラマン ・古庄弘枝氏

1/25

(金)

自分スタイルの働

き方を見つけよう

～いろいろな働き

方のメリット・デ

メリット

弁護士・派遣労働ネッ

トワーク代表・中野麻

美氏

2/ 4

(月
)

自分の仕事は自分

で創ろう

～松戸で仕事を始

めた女性の 体験談

等

ワールドウィメンズバ

ン牛ンヅヅ ヤパン事務

局長・奥谷京子氏 、パ

ソコン スクール代表・

高橋幸江氏 、ストレ ス

ケアカウンセラー・石

田和代氏

健

康

［
］
こ

こ

ろ

の

家

族

相

談

室

1
2
月
1
5
日
(
土
)
午
前
1
0
時
～
午
後

３
時

会
場
ふ
れ
あ

い
2
2（
健
康

福
祉
会
館
）
　

内
容
松
戸
市
精
神

障
害
者
家
族
会
土
曜
会
会
員
に
よ

る
相
談
（
秘
密

厳
守
）
　
対
象
「
こ

こ
ろ
の
病
」

の
人
を
抱
え

る
家
族

費
用
無
料

※
同
日

・
同
時
間
に
電
話
で

の
相

談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す

（
こ

こ
ろ
の
家
族
相
談
室
直
通
℡
3
8
3

-
5
5
5
1

※
毎
月
第
三

土
曜
日
に
相

談
を
受

け
付
け
ま
す

。

問
土

曜
会
共
同
作
業
所

ビ
オ
ラ
エ

房

・
武
井

℡
3
6
6
・
5
6
6
4

平

日

の
午
前
９

時
～
午
後
４
時

）

会場常盤平保健福祉センター(ふれあい22内) 定員

35人(抽選)　 費用無料(ただし､2/12 は材料費600 円)

申12月12日(金)〔必着〕までに、往復ハガキに住所･氏名

・年齢･ 電話番号を記入して、〒2ﾜ1 －0094 松戸市上

矢切299 の1　公民館｢子育てなんてつらくない｣ 係( ℡

368-1214) へ

※保育を希望する場合は子どもの名前・性別 一生年月日

も記入対象2歳以上定員20人おやつ代1回200円)

時間午後「7時～9時　会場女性センターゆう

まつど 定員先 着30 人 （保育は1 歳10 ヵ 月以

上 、お やつ代1 回200 円）　 費用無 料

申電話で女性センター℡364-8778へ

青
少
年
会
館
ト
レ

ー
ニ
ン

グ
機
器
操
作
講
習
会

1
2
月
1
6
日
(
日
)
午
前
1
0
時
～
正
午

会
場
青
少
年
会
館
樋
野
口
分
館

対
象
十
六
歳
以
上
の
人
　
持
ち
物

運
動
着
・
上
履
き
　
費
用
無
料

申
当
日
会
場
で

問
青
少
年
会
館

℡
3
4
4
・
８

５
５

［

］
思

春

期

な

や

み

相

談

1
2
月
2
5
日
(
火
)
午
後
１
時
3
0
分
～

３
時
3
0分

会

場
松

戸
保
健
所

内
容
臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談

対
象
本
人
・
家
族
・
関
係
者
費

用
無
料

※
要
予
約

問
松
戸
保

健
所
地
域
指
導
課

℡
3
6
1

・
2
1
2
1



2001 年(平成13 年)12月５日

［

］
公

民

館

文

化

講

演

会

１
月
1
7
日
(
木
)
午
後
３
時
開
演

会
場

市
民
劇
場

出
演
指
揮
者

・

早
川
正

昭
氏
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団

ハ
Ｉ

プ
奏
者

・
早
川
り
さ
こ
氏

内
容
早
川
父
娘
に
よ

る
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
ト

ー
ク
、

ハ
Ｉ

プ
レ

ク
チ

ャ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
　

定
員
三
百
人

（
抽
選
）
　

費
用

無
料

申
1
2
月
2
0
日
(
木
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往

復
ハ

ガ
キ
に
住
所

・
氏
名

・
電

話
番
号
・
参
加
希
望
人
数
一
枚

二
人
ま
で
）
を
記
入
し
て
、

〒
2
7
1

－
0
0
9
4

松
戸
市
上
矢
切
二

九

九
の
一
　
公
民
館
文
化
講
演
会
係

（
℡
3
6
8
・
1
2
1
4

）
　へ

［

］
朗

読

を

き

く

か

い

1
2
月
1
2
日
(
水
)
午
前
1
0
時
～
１
１
時

3
0分
　

会

場

ふ

れ

あ

い
2
2
（
健

康

福

祉

会

館

）
　

内

容

松
戸

朗

読

奉

仕

会

会

員

に
よ

る
朗

読

「

む

か

っ

く
ぜ
！
！
」
室
井
滋
著
ほ
か
　
対
象

障

害

者

手

帳

を

持

っ
て

い
る
人

お

よ

び
そ

れ

に
準

ず

る
人

（
付

き
添

い

の
人

と

一
緒

の
参

加

も
可

）

費
用
無
料

問

健

康

福

祉

会

館

障

害

者

福

祉

セ

ン
タ
１
℡
3
8
3
・
７
１
１
１
、
F
A
X
3
8
3

・
7
8
1
0

鎌

ケ

谷

市

「
」
ク

リ

ス

マ

ス

イ

ベ

ン

ト

1
2
月
2
3
日
(
祝
)
午
前
1
1
1
1
時
～
午
後

６
時

〔
雨
天

中
止
〕
　

会
場

果
武

鎌
ヶ
谷
駅
東
口
駅
前
広
場

内
容

音
楽
祭

・
フ

ァ
イ

タ
ー
ズ
選
手

の

サ
イ
ン
会

等

［

］
星

空

観

望

会

1
2
月
2
2
日
(
土
)
午
後
６
時
か
ら

会
場

市
民
会
館

プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム

室
と
屋
上
　

内
容

プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ

ム
見

学
と
天
体
望
遠
鏡
で
月

や
土

星

・
木
星
を
観
望

（
雨
天

・
曇
天

の
場
合
は
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
の
み
）

定
員
先
着
八
十
人
　

費
用

無
料

※
団
体

（
二
十
人
以
上
）

は
ご
相

談
く
だ
さ

い
。

申
電
話
で
市
民
会
館

プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
室

℡
3
6
8
・
1
2
3
7

へ

［
］
法

廷

傍

聴

会

1
2
月
2
0
日
(
木
)
正
午
～
午
後
４
時

①

傍
聴
事
前

説
明
会
②
法

廷
傍
聴

③

傍
聴
後
の
解
説

会
場

①
③
千

葉
県
弁
護
士

会
松
戸
支

部
②
千

葉

地
方
裁
判
所
松
戸
支

部

定
員
先

着
二
十
五
人
　

費
用

無
料

申
1
2
月
５
日
(
水
)
午
前
1
0
時
か
ら
、

電
話
で
千
葉
県

弁
護
士
会

松
戸
支

部

℡
3
6
6
・
6
6
1
1

へ

［

］
松

戸

史

談

最

新

号

執

筆

者

達

と

の

対

話

集

会

1
2
月
９
日
(
日
)
午
後
１
時
～
４
時

会

場

馬
橋

東

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

会

報

「

松

戸

史

談

四

十

一
号

」

か

ら
話

題

の
テ

ー

マ
を

取

―
上

げ
、

松
戸
の
歴
史
を
知
る
　
費
用
無
料

問

松

戸

史

談
会

・
末

満
｛
一一
3
6
1
・
0

0
6
4

（
夜

間

の
み

）

※
1
2月
3
1日

囲
ま
で
イ
ル
ミ
ネ

ー

シ
ョ
ン
を
点

灯
し

て

い
ま
す

。

問
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

Ｋ
Ａ
Ｏ

（
カ
オ
）

の
会

℡
0
4
7・

拐

・
冖ｎ
）１

１

１

我

孫

子

市

［
］
冬

休

み

劇

場

「

く

す

く

す

げ

ら

げ

ら

う

っ

ふ

っ

ふ

」

１
月
2
0
日
(
日
)
午
後
３
時
　
会
場

我
孫
子
市
市
民
会
館

内
燹

訊
劇

集
団
「
円
」
に
よ

る
現
代

語
狂
言

費
用
千
円

釜

席

目
由

）

問
我
孫
子
市
教
育
委

員
会
文
化
課

℡
０
４
７
１

・
8
5・
１
１
ｒａ
ｌ

［
］
ク
リ

ス

マ
ス

特

別

投

影
「
星

空

の

ク

リ

ス

マ

ス

」

1
2月
2
4日
休

午
前
1
0時
・
午
後

１
時
3
0分

・
３
時
3
0分

（
投

影
時

間
一
回
約
五
十
分
、
入
場
に

と
も

な
う
整
理
券
を
配
布
し
ま
す

）

会
場
市
民
会
館

プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

室
　

定
員
先
着
八
十
人
　

費
用
子

ど
も
三
十
円

・
大
人
五
十
円

奈
車
で
の
来
館
は

ご
遠
慮
を

※
当
日
は
一
般
投
影
は
中
止

問
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

℡
3
6
8
・
ｌ
Ｏ乙
３
７

［
］
野

烏

観

察

会

1
2
月
９
日
(
日
)
壬
圜
８
時
Ｊ
Ｒ
武

蔵
野
線
新
八
柱
駅
前
、

８
時
3
0分

八
柱
霊
園
入
日
集
合
、
1
1
1
1

時
3
0分

現
地
解
散

〔
雨
天
中
止
〕
　

会
場

八
柱
霊
園

持
ち

物
筆
記
用

具
・

観
察
用
具
な

ど
　

費
用

無
料

問
財
ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基

金
｛
に一
3
4
5
・
9
8
4
6

［
］
市
内

の
江
戸
川

八
十
八
ヶ

所
札
所
を
歩
き
ま
し

ょ
う

1
2
月
1
6
日
(
日
)
Ｊ
Ｒ
馬
橋
駅
午
前

９
時
集
合
、
Ｊ
Ｒ
北
小
金
駅
正
午

解
散

内
容
市
内
十
三
ヵ
所
の
霊

場
、
計
七
い
を
歩
く

費
用
無
料

問
江
戸
川
八
十
八
ヶ
所
札
所
霊
場

を
巡
拝
す
る
会
・
中
村
℡
０
４
７

１
・
5
4
・
1
3
6
2

柏

市

［
］
荒

憲

一

・
木

田

志

津

加

ピ

ア

ノ

デ

ュ

オ

1
2
月
2
1
日
(
金
)
午
後
６
時
3
0
分

会
場

ア
ミ
ュ

ゼ
柏

ク
リ
ス
タ
ル
ホ

ー
ル
　

費
用
四
千
円
（
全
席
指

定
）

［
］
結

城

座

「

江

戸

糸

あ

や

つ

り

人

形

芝

居

」

２
月
８
日
(
金
)
午
後
６
時
3
0
分

会
場

ア
ミ
ュ

ゼ
柏

ク
リ
ス
タ
ル
ホ

ー
ル
　

内
容
人
形

の
解
説

・
体
験

講
座
　

費
用
四
千
円

釜

席
指

定
）

問
い
ず
れ
も
柏
市
教
育
委
員
会
文

化
課
チ
ケ
ッ
ト

ガ
イ
ド

℡
０
４
７

１
・
｛
6
7
・
5
7
8
5

パークセンター催し物

催し物 日時 講師 定員 費用

園芸教室

「 クリ ス マ

スとぉ正月

の寄せ植え

12/16(日)

午 後１時

30 分～3

時30 分

みどりの相

談員 ・丸尾

三恵子氏

先
着
３
０
人

2,000

円

森のク ラフ

ト教 室「 わ

らで作る宝
船」

12/22(土)

午 後１時

30 分～3

時30 分

ネイチ ャー

クラフトデ

ザイナー・

山中琴江氏

無料

申電話でパークセンター℡345－8900へ

「

」
松

戸

市

在

住

千

葉

県

美

術

展

入

選

者

展

1
2
月
９
Ｈ
(
日
)
～
2
3
日
(
祝
)
午
前
1
0

時
～
午
後
６
時

（
最
終
日
は
午
後

４
時
ま
で
）
　

会
場

ア
ー
ト
ス

ポ

ッ
ト
ま

つ
ど

（
伊
勢
丹
松
戸
店
九

階
）
　

費
用

無
料

問
社
会
教
育
課
市
民
文

化
係

℡
3
6
6

・
7
4
6
2

「
」
と

も

し

び

読

書

会

1
2
月
2
0
日
(
木
)
午
前
1
0
時
～
正
午

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど

テ
キ
ス
ト
「
評
伝

長

谷
川

時
雨

」

岩
橋
邦
枝
著

（
講
談
社
文
芸
文
庫

）

費
用
三
百
円

申
電
話
で
徳

島

℡
3
8
8
・
1
8
8
0

へ

［

］
カ

ロ

ー

リ

ン

グ

1
2
月
８
日
(
土
)
午
前
1
0
時
～
正
午

会

場

ふ

れ

あ

い
2
2
（
健

康

福

祉

会

館

）
　

内

容

リ

ハ

ビ

リ

を

兼

ね

て

室

内

で

行

う

カ

ー

リ

ン

グ
に

似

た

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン
　

対

象

障

害

者

手

帳

を
持

っ

て

い
る

人

お

よ

び

そ

れ

に
準

ず

る

人
　

費

用

無

料

申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
氏
名

・
電

話

（
フ

ァ

ク

ス

）
番

号

を

記

入

し

て

、
健

康

福

祉

会

館

障

害

者

福

祉

セ

ン

タ

ー

℡
3
8
3
・
７

１

１

１

、

副
3
8
3・
7
8
1
0

へ

［

］
テ

ン

ペ

ラ

展

覧

会

1
2
月
８
日
(
土
)
～
1
5
日
(
土
)
午
前
1
0

時
～

午
後
４
時
（
初
日
正

午

か
ら
、

最
終
日

午
後
３
時
ま
で
）
　

会
場

市
民
会
館

内

容
中
世
の
技
法
を

使

っ
た
絵
画
　

費
用
無
料

問
友

肉
会

・
山
内

℡
3
6
7
・
１
６
６

［
］
み

づ

え

の

会

展

1
2
月
５
日
(
水
)
～
９
日
(
日
)
午
前
1
0
時

時
～

午
後
６
時

（
初
日
午
後
１
時

か
ら

、
最

終
日
午
後
４
時
ま
で
）

会

場
文
化

ホ
ー
ル
　

内
容
透
明
水

彩
画

費
用
無
料

問
み
づ
え
の
会
・
黒
沢
℡
3
8
8
・
1
4
6
0

期日 会　場 時　圜 プログラム

12/ 6(木

)

新松戸市民センター 午後3時～4 時 アニメーション･人形劇①

｀7(金

)

常盤平市民センター 午後3時～4 時 アニメーション･人形劇①

･12(水

)

図書館本館 午後3時30 分～４1時 絵本①･紙芝居

13(木

)

小金原市民センター 午後3時～４t時 アニメーション･人形劇口

14(金

)

六実市民センタ ー 午後3時～4 時 アニメーション･人形劇０

19(

水)

図書館小金分館 午後3時～3 時30 分 絵本①･紙芝居

20(木

)

野菊野こども 館 令舵時30分～3時30分 紙芝居･ 人形劇②

26(

水)

図書館本館 午後3時30 分～4 時 絵本①･紙芝居

1/ 9(

水)

図書館本館 午後3時30分～4時 絵本②･絵巻物

10(木

)

二十世紀が丘市民センター 午後3時～４t時 アニメーション 人形劇①

11(金

)

明市民センター 午後3時～4 時 アニメーション,人形劇①

ヽ16(水)図書館小金分館 午後3時～3 時30 分 絵本②･ 絵巻物

17(木

)

馬橋東市民センター 午後3時～4 時 アニメーション 人形劇①

18(金

)

八柱市民センター 午後3時～4 時 アニメーション･人形劇①

23(水

)

図書館本館 午後3時30 分～4 時 絵本②･ 絵巻物

・24(木)和名ケ谷スポーツセンター午後3時～4 時 アニメーション･人形劇①

内容アニメーション｢ ごきげんなライ オン｣､ 人形 劇①｢ てぶくろ｣ 、

人形劇②｢ 木こり とよう せい｣､ 絵本①｢ パン はころころ｣､ 絵本 ②｢う

ごいちゃだめ！」､紙芝居[ねずみのすもう]､絵巻物｢ちいさいちいく

ん｣ 対象3 ～9 歳くらい　持ち物靴を入れるビニール袋 費用無料

森 の ホ ール21 チ ケ ッ トガ イド

問森のホール21 チヶ ソヽトセンター℡384 ―3331  (午前10 時～午後

ﾜ時　月曜休み）　URL hUp ソ/www.morinohall21  .com

期日 内容 会場 開演時間 料金

12/23
(祝

)

日 下紗矢 子ヴァ イオリンリ サイタ ル

パガニーニ国際ヴァイオリン　　

コンクール第2位、日本音楽　　　　

コンクール第1位に輝く新進　　　

ヴァイオリニスト　　　　　　

ブラームス／ハンガリ ー舞曲　　 ｀

集よりクライスラー／愛の

6

喜び ほか

小
ホ

｜ル

午後2時

★

前売り料金

自由席

2,000円

学生1,000 円

ぴあ･ ローソ
ン

1/19

(土)

2002 年 ニ ューイ ヤーコ ン サート 「 華麗

なるオペ ラアリ アとウ ィーン の調 べ」

指揮大町陽一郎　テノールアン・ヒュンユル

Ｊ・シュトラウス１「ウィーンの森の物語」、

ヴェルディ／「アイーダ」より 、プッチーニ

「トゥーランドット」より 、ワルツ･ ポルカ集

ほか

大小

｜
ル

午後3時

★

全席指定

3,000円

学生1,500 円

ぴあ･ ローソ

ン ・CN

2/2

(土)

親と子ども のミ ュージカ ル「 ルドルフ と

イツパイアッテナ」パート２

大好評！黒 猫ルドルフの物語続編。知恵と

勇気と友情の感動ミュージカル。

大
ホ

｜
ル

午後3時

全席指定

2,000円

小学生以下

1,000円

ぴあ･ローソン

2/26

(火)

公共 ホール ネット ワーク

｢森 のホール21 国際 音楽祭｣

モーツァルト／フルート四重奏曲、ドビュッ

シＴ ／フルート 、ヴィオラとハープのための

ソナタ ほか

小

ホ

｜ル

午後ﾜ時

★

全席指定

3,000円

学生1,500 円

ぴあ・ローソ

ン ・CN

3/24 、

(日)

歌舞 伎フ ォーラム「 かぶき はともだ ち」

歌舞伎の衣装や仕掛け 、約束事などを歌舞

伎役者自身がやさし＜解説

「義士外伝　大石東下り」「 蓮如上人吉崎御

坊　肉付の面」「歌舞伎の大道具」

小
ホ

｜ル

午後４時

★

全席指定

3,000円

学生1,500 円

ぴあ･ ローソ

ン

［

］
ピ

ア

ノ

で

歌

お

う

1
2
月
1
3
日
(
木
)
午
前
］
１
１
時
～
午
後

１

時

会

場

市
民

会

館

内

容

ク

リ

ス

マ
ス

ソ

ン

グ
ほ

か

と
平

沢
諭

氏

の
ピ

ア
ノ

演

奏
　

費

用

五

百

円

問

女

声

合

唱

団

チ

ェ
チ

ー

リ

ア

・

阿

部

℡
3
6
2・
2
2
5
8

「

」
借

地

借

家

の

無

料

相

談

1
2
月
８
日
(
土
)
午
後
１
時
～
４
時

侖
場

勤
労
会
館

※
契
約
書
等

が
あ

れ
ば
ご
持

参
を

問
松
戸
借
地
借
家
人
組
合

・
外
谷

℡
3
4
5
・
３
ｒ
Ｄ
４
８

［

］
再

生

自

転

車

を

販

売

1
2
月
８
日
(
土
)
～
1
0
日
非
午
前
1
0

時
～
午

後
３
時

会
場
生
き
が

い

福
祉
セ

ン
タ
ー
　

販
売
台
数
三
十

台

（
売
り

切
れ
次
第
終
了
）
　

価

格
五
千
円
～

九
千
円

（
消
費
税
込

み

、
防
犯

登
録
付

き
）
　

交
通
五

香

駅
東

口
か
ら
新
京
成
バ
ス
「
新

栄
町
入

口
」
下

車

問

節
松
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
１

一`一
3
8
4
・
3
1
9
1

［

］
水

道

週

間

ポ

ス

タ

ー

・

標

語

コ

ン

ク

ー

ル

作

品

を

募

集

テ

ー

マ

「
水

の
大

切

さ

」
「
水

の

右
莇

利

用

」

を

呼

び
か

け

る
も

の

規

格

ポ
ス

タ

ー

＝

Ｂ
３

判

（
三

十

六

惣

×
五

十

二

惣
）
　の
絵

廱

寺
、

標

語

＝
官

製

ハ

ガ

キ

に
縦

書

き
で

一
枚

に

一
点

（
団

体

で

応

募

の
場

合

は
応

募

票

に
よ

る
提

出

も

可

）

応

募

資

格
県

内

に

在

住

・
通

学

す

る

人
奈
作

品

は
未

発

表

の
も

の
と

し

。

返

却

は
し

ま

せ

ん

。

申
１
月
3
1
日
(
木
)
ま
で
に
、
応
募
作

品

に
学

校

名

・
学

年

・
学

級

・
氏

名

（
ふ

り

が

な
）
　・
住

所

・
電

話

番

号

を

記

入

し

て

、

〒
2
6
0
－
8
6

5
0

千

葉

市

中

沢
区

長

洲

一

の

九

の

一
　

千

葉

県

水
道

局

総
務

広

報

課
「
広

報

災

害

班

」
（

℡
0
4
3・
2
2
3・

［

］
平

成
1
4
年

度

市

立

保

育

所

給

食

材

料

供

給

者

を

募

集

説
明
会
１
月
1
7
日
(
木
)
・
1
8
日
(
金
)

※
詳
細
は
1
2
月
2
0
日
(
木
)
ま
で
に
お

問

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
保

育
課
管
理
係

℡
3
6
6
・
７
３
５

会場は 、い ずれも 森のホ ール21 で す

★印に は託児 サービ ス （有料 ・予約制） があり ます。

学生割 引は 、森のホール21 チケッ トセンタ ーの み取り 扱い ます。

［
］
松

戸

公

共

職

業

安

定

所

松

戸

駅

前

庁

舎

が

開

設

1
0月

９
日
か
ら
、
松
戸
公
共

職

業

安
定
所
は
庁
舎

が
二
ヵ
所
に

な

り

ま
し
た
。

松

戸
駅

前
庁
舎

（
新
設

）

所
在
：

松

戸
一
三

〇
七

の
一
松
戸

ビ
ル
ヂ
ン
グ
三
階
（
℡
3
6
7
・
8
6

0
9
）

取
り
扱
い
業
務
：
職

業
相
談

・
紹

介
（
求
人
情

報
の
閲
覧
を
含
む
）
、

雇
用
保
険
給
付
、
教
育
訓
練

給
付

、

求
人

申
し
込
み

馬

橋
庁

舎

所
在
：
旭
町

一
の
一
七
四
（
℡
3
4
8

6
1
0
0

）

取
り
扱
い
業
務
・：
雇
用
保
険
適
用

（
加
入
、
資

格
取
得

・
喪
失
）
・
雇

用
継
続
給
付

（
高
齢
者
、
育
児

・

介
護
休
業
）
　・
各
種
助
成
金

（
事

業
所
関
係
）
　・
労
働
者
派

遣
事
業

（
新
規
許
可
申
請
等
才

民

営
職

業

紹
介
事
業

（
新

規
許
可
申
請
等

）

※
松
戸

パ
ー
ト

バ
ン
ク
は
1
0月
3
1

日
を
も

っ
て
廃
止
と
な
り
ま
し

た
。
松
戸
駅
前
庁

舎
を

ご
利

用

く
だ
さ

い
。

問
松
戸
公

共
職
業

安
定
所
松
戸
駅

前
庁
舎

℡
3
6
7
・
8
6
0
9

催

し

物

まつど広報
7

ぷらっと

東葛

問市立図書館℡365―5115おはなしキャラバン

お
知
ら
せ



広報ま つ ど2001 年(平成13年)12月5日

古
き
良
き
建
物
に安

ら
ぎ
を
求
め
て

こ

の
秋
、
閑
静
な
下
矢
切

の
住

宅
街

に
、
し

っ
く

い
白
壁

の
土
蔵

が
お
目
見

え
し
た
。

こ
れ
は
東
京
で
建
築
事
務
所
を

経

営
す

る

増
田

一

眞

さ

ん

が

、

私
費

を

投

じ

て

明

治
中

期

の

土

蔵

を
埼

玉
県

所

沢
市

か
ら

移

築

し

た
も

の
で

あ

る
。増

田
さ
ん
は
、

著

書

「
建

築

構

法

の
変

革

」

の

中

で
、

地

震

に

強

く

、
古

材

を

再
利
用
す

る
日
本
独

特
の
伝
統
構

法

の
良

さ
を
見

直
す

べ
き
で
は
な

い
か
と

の
考
え

を
述
べ
た
こ
と
も

あ
り
、
日
本
古

来
の
建
築
物
に
対

す

る
思

い
は

ひ
と
し

お
で

あ

る
。

こ

の
本
は
平

成
1
0年

の
第
十
四
回

「
技
術

・
科

学
図
書

文
化

賞
」

で

最
優
秀
賞
を
受

賞
し

て
い
る
。

そ

ん
な
伝

統
木

構
法
を
守
ろ
う

と

運
動

し
て

い
る
増
田

さ
ん
に

、

所
沢
の
土
蔵
が
取
り
壊
さ
れ
る
と

の
話

か
舞

い
込
ん
だ
の
は
平
成
1
0

年

１１
月

の
こ

と

。
即

座

に

現

地

に

赴

き

、

土

蔵

の

診
断

を
行

っ
た

。

「
外

壁

の
痛

み

は

ひ

ど

か

っ
た

が
、

柱

や

梁

は

秩

父

産

の

高

級

材

を
使
用
し
て
お
り
、

手

を

加

え

れ

ば
、

ま

だ
百

年
以

上

は

使
え

る
建
物

だ
と

確

信
し

た
」

と

い

そ
し

て
、

こ

れ

だ

け

の
文
化

的
価

値

が

あ
る
建

物
を

取

り

壊

す

の

は

、

忍

び
な

い
と
の
思

い
か
ら

、
こ

の
二

棟

を
松

戸
市

に
移

築
す

る
こ

と
を
決
意
。

土
蔵
の
移
築
に
は
多
額

の
費
用

が
か
か
る
た
め
、
当
初
家

族
の
猛

反
対

を
受

け
た

が
、
日
本
古

来
の

土
蔵
建
築
の
素
晴
ら
し

さ
と
必
要

性
を

訴
え

て
説
得
し
た
。

土
蔵
の
解
体
と
移
築
は

、
増
田

さ
ん
の
運
動
仲
間

で
昔

な

が
ら
の

技
法

を
持
つ
岩
手

県

の
気
仙
大
工

に
、
ま
た
造
作
は
長
野
県

塩
尻

の

大
工

に
依
頼
し
た
。

基
礎
工

事
は
五
ヵ
月

か
け
て
増

再生された明治中期の土蔵

田

さ

ん

自

ら

が
行

っ
た

。
解

体
し

た
古
材
は
一
度
岩
手
県
に
運
ば
れ
、

の

み

が

入

れ

ら

れ

、

痛

ん

だ

個
所

を

修

理

し

て

か

ら

松

戸

市

に

持
ち

込

ま

れ

、

組

み

立

て

ら

れ
た

。

三

年

が
か

り

で

再

生

さ

れ

た

土

蔵

は
木

造

二

階

建

て

で

約

八

十
五

平
方
メ
ー
ト
ル
。
一
棟
は
母
屋
に
、
も
う

一

棟

の

一
階

は

喫

茶

室

、
二

階

に

は

ギ

ャ

ラ

リ

ー
を

設

け

、
人

と

人

と

の

結

び

つ
き

を

大

切

に
し

た

い

と

い
う

思

い
か

ら
「
結

花
（
ゆ

い
）
」

と

名

付

け

た

。

「
こ

の

土

蔵

の
移

築

に

よ

っ

て

、

以

前

か

ら

の
夢

で

あ

っ

た

ギ

ャ

ラ

リ

ー
も

実

現

し

ま

し

た

。

地

域

の

皆

さ

ん

や
お

年

寄

り

が

、

気

軽

に

ゆ

っ
た

り

と

安

ら

げ

る

憩

い
の

場

に

な

っ
て

く

れ

れ

ば
」

と

、

う

れ

し

そ

う

に

語

っ
て

く

れ

た

。

（
下

矢

切
在

住

）

土蔵を移築しギャラリーを開いた

増田 一眞さん

ギ ャ ラ リ ー 「 結 花 」

所在下矢切89の4（松戸駅西口から京成バス国府

台 経由市川駅行きで「下 矢切」バス停下車徒歩2 分）
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南
極
便
り

第
4
2次
日
本
南
極
地
域
観
測
隊
・
田
中
敬
子

昭
和

基
地

も
1
1月

に

な
る
と

、
真

夜

中
で

も
真

っ
暗

に
な
ら

ず
、
夕

日

が

い
つ
の
ま

に
か

朝
日

に
変
わ

る
と

い
う
不

思
議

な
時

期
を
迎
え

て

い
ま

す
。
気
温
も
時
に
は
0
度
近
く
ま
で

上

が
り

、
太

陽

が
照
り

つ
け

る
昼
間

は
、
日
本

の
夏

の
よ
う

に
暑

く
感
じ

、

隊
員
の
中
に
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
一
枚
で
外

作
業
を
行
な
う
人
も
い
ま
す
。
越
冬

生
活

を
し
て

み
て

南
極

に
も
四
季

が

あ

る
こ
と
を

感
じ

ま
す

。

私
は
、
三
カ
月
前
の
の
８
月
に
「
中

継
拠

点
燃

料

デ
ポ
旅
行
」

に
参

加
し

ま
し

た
。
冬
明

け

間
も

な

い
８

月

の

昭
和

基
地

の
平

均

気
温

は

マ
イ

ナ
ス

二
〇
・
四
度
（
８
月
８
日
に
は
マ
イ

ナ
ス

三
五

・
六
度

を
記

録
）
。
よ

う

や

く
寒

さ
に

も
慣

れ
た
頃

、
次

は
、
内

陸
中

継
拠

点

（
標
高
三
千

三
百

五
十

三

封
）

の
さ
ら

に
極
寒

（
マ
イ

ナ
ス

五
〇

度
か

ら

マ
イ

ナ

ス
六
〇
度

）

の

南
極
を
体

験
す
る
事
と

な
り
ま
し

た
。

「
中
継

拠
点
燃

料

デ
ポ
旅
行

」
は
、
８

月
1
0
日

か

ら

９

月
1
5
日

の

予

定

で

計

画

さ

れ

、

目

的

は
4
4
次

隊

か

ら

行

な

わ

れ

る

第

二

期

ド

ー

ム

ふ

じ

深

層

掘

削
計
画
（
内
陸
千
キ
ロ
に
あ
る
ド
ー
ム

ふ

じ

基

地

で

氷

床

（
注

１

）

を

約

二

千
五
百
メ
ー
ト
ル
下
の
岩
盤
ま
で
掘
削
し
、

掘
り
出
し
た
氷
で
過
去
八
十
万
年
前

ま

で

の

気

候

変

化

や

地

球

上

の

大

気

変

化

等

を

調

べ

る

計

画

）

の
事

前

準

備
で
す
。
4
2
次
隊
は
、
1
1
月
か
ら
1
2

月

に

か

け

て

ド

ー

ム

ふ

じ

基

地

で

ケ

ー
シ
ン
グ
作
業
（
注
2
）
を
行
な
う
計

画

が

あ

り

、「
中

継

拠

点

燃

料

デ

ポ

旅

行
」
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
今
後
の

内
陸
旅
行
隊
が
使
う
燃
料
を
ル
ー
ト

上

に

置

い

て

く

る

事

が

目

的

で

す

。

「
中

継

拠

占
燃

料

デ
ポ

旅

行

」
は

、

当

初

の

計

画

よ

り

七

日

問

の

び

た

四

十
三
日
間
の
旅
行
で
し
た
。
メ
ン
バ

ー

は

、

雪

氷

の
研

究

者

が
旅

行

リ

ー

ダ

ー

と

な

り

、

ル

ー

ト

上

の

気

象

観

測

を

行

な

う

気

象

隊

員

、

南

極

大

陸

の

重

力

を

測

定

す

る

女

性

隊

員

、

雪

上
車
整
備
を
行
な
う
機
械
隊
員
（
二

名
）
、
昭
和
基
地
や
メ
ン
バ
ー
同
士

の
通
信
を
円
滑
に
行
な
う
為
の
通
信

隊
員
、
隊
員
の
毎
日
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
や
極
寒
で
人
間
が
ど
の
様
に
変
化

す

る
か
を
研
究
す
る
医
療
隊
員
、
自

然

現
象

・
状

況

を

す
ぐ

さ
ま

把

握
し

て

隊
員

に

危

険

を

知

ら
せ

、

安

全
対

策

を
と

る
装

備

隊

員

、
そ

し

て

、

そ

の

八
名

の
隊

員

の

行

動

や
自

然

を

映

像

に

お

さ
め

る
私

の

全

部
で

九

名
で

す

。
メ

ン

バ
ー
は
、

自
分

の
仕
事
の
他
、

旅
行
に
不
円
欠
な
雪
上
車
の
運
転
や

食
事
づ
く
り
、
ゴ
ミ
処
理
、
雪
上
車

へ
の
燃
料
入
れ
、
車
輛
・
橇
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
当
番
制
で
行
い
ま
し
た
。

ブ
リ
ザ
ー
ド
停
滞
、
マ
イ
ナ
ス
六

〇
度
以
下
に
よ
る
低
温
停
滞
、
雪
上

車
の
不
具
合
、
交
信
不
能
な
ど
の
低

温
で
起
こ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
克
服
し
な

が
ら
の
旅
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
ん

な
中
で
も
休
む
こ
と
な
く
各
研
究
者

は
ル

ー
ト

上
の
各

ポ
イ

ン
ト
を

利
用

し
て

観

測

を
行

な

っ
て

い
ま

し

た

。

観
測

は
、
表

面
積

雪
採
取

や
雪
尺

網

観
測

（
注

３

）
、
重
力

観
測

（
注

４

）

気
象

観
測

な
ど
七

種
類

。
昭
和

基
地

か
ら
内
陸
二
百
六
十
キ
ロ
入
っ
た
み
ず

ほ

基

地

（
標

高

二

千

二

百

五
十
メ
ー
ト
ル
）
付

近

か

ら

の
外

作

業

は

容

易

な

も

の

で

は

あ

り

ま

せ

ん

で

し
た

。

観

測

で
十

分

以

上

外

に

出

て
い
る
と
、

手
袋
を
重
ね

て

耐

寒
対

策

を

と

っ
て

い
る
手

も

、

冷

た
さ

か
ら
痛

さ
に
変

わ
り

あ

げ
ぐ

に

は
感

覚

が

な

く

な

っ
て

い

き
ま

す

。
ま

た
、
顔

も
、

フ
ェ
イ

ス

マ
ス

ク
や
目
出

帽

・
ゴ

ー
グ
ル
を

利
用
し

て

凍
傷

か
ら
守

る

の
で

す

が
、
口
元

は

、
息

が
凍
り

つ
き
と

て
も

息
苦
し

く

、
髪

の
毛

や
ま

つ
げ
な
ど

が
霜
で

真

っ
白

に
な

る
と

い
う

状
態

に

な
っ

て

い
き

ま
し
た

。
ま
た

、

ゴ

ー
グ
ル

も
視
界
面
が
凍
っ
て
前
が
見
え
な
く

な
っ
て
し

ま

い
、
必
要

以
上

に
作
業

時

間

が

か

か

っ
て
し

ま

う

の
で

す
。

し

か
し

、
隊
員

達

は
黙

々
と

作
業

を

こ

な
し

て

い
き

ま
し
た

。

中
継

拠
点
ま

で

の
外

気
温

は

マ
イ

ナ

ス
五
〇
度

か
ら

マ
イ

ナ
ス
六
〇
度

。

そ

れ

に
対
し

、
雪
上

車
内

は

プ
ラ
ス

五

度

。
そ

の
温

度
差

五
五
度

か
ら

六

五
度
。
ま
さ
し
く
雪
上
車
内
は
私
た

ち

に
と

っ
て

オ
ア

シ
ス
と

な
っ
て

い

ま

し
た

。

雪
上

車
は

、
人
間
以

上

に
南

極
大

陸
の
自

然
と
直

接
向

き
合

っ
て
動

き

ま
す
。
三
千
メ
ー
ト
ル
以
上
も
の
標
高
差
を

も
の
と

も
せ

ず
、
ま

た
、
サ

ス

ツ
ル

ギ
帯

（
注
５
）

と

い
う
、
凸

凹

の
雪

面

を
乗

り
越
え

、

そ
し
て
平

均
風

速

十
メ
ー
ト
ル
の
地
吹
雪
の
中
を
橇
七
台
三

十
二
ト
ン
を
引
っ
張
っ
て
進
ん
で
い

き
ま

す
。

さ
ら
に
私

た
ち

の
足

と
な

り
宿
と
な
っ
て
く
れ
る
雪
上
車
は
、

ま

さ
し
く

ス
ー
パ
ー
カ
ー
以
上
で

す
。

で

す

か
ら

、
そ

の
雪
上
車

が
故

障
と

い
う
事
態
に
な
れ
ば
お
の
ず
と
私
た

みんなで給油みんなで給油

ち

の
生
命

に
危
険

が
及

ぶ

の
も

当
り

前
で

す
。
そ

ん
な

事
態

に
な
ら

な

い

為
に

、
機
械

隊
員

は
毎
日

欠

か
す
こ

と
な

く
雪
上

車

の
整
備

を
行

な

っ
て

い
ま
し

た

。

私

か
見
た

南
極

大
陸

は
、「
白

い
雲

の
上

の
世
界

」
で

し
た

。
空

は
青
く

、

雪
面

は
地
吹

雪
で

見
え

ず

、
時
々
前

方
の
雪
上
車
と
橇
列
が
う
っ
す
ら
見

え

て

い
る
と

い
う

状
態

。
運

転
し

て

い
る
と
夢

の
世
界

に
で

も

い
る
よ
う

な
気

が
し

ま
し
た

。
ま

た

、
キ

ャ
ン

プ
地

で
見

る
日

の
出

は
と
て

も
幻

想

的
で

、
雪

上
車

の
走
行

を
阻

む
凸
凹

し

た
雪

面

も

「

朝
日

輝

く

大

海
原

」

と

い
っ
た
感

じ
で

し
た

。

私

た
ち

九
名

は
、
当

初

の
計
画

ど

お
Ｉ

燃

料

デ
ポ
作
業
と

観
測
を
終
え

、

９
月
2
4
日

に
昭
和

基

地
に

無
事
帰

還

し
ま

し
た

。

久

し

ぶ
り

に

見

た

昭
和

基

地

は

、

明

る
い
日

差
し
を
取
韭

昃
し
て
お
り

、

基
地

に

降
り
積

も

っ
た
雪

が
光
輝

き

春

の
季

節
を
感

じ
ま

し
た

。
着

実
に

季
節

が
動

い
て

い
る
と
実

感
し

た
瞬

間

で
も

あ
り
ま

し
た

。
越
冬

も
残

す

と
こ

ろ

あ
と
二
ヵ

月

で
す

。
こ

れ
か

ら
南

極

は
、
初
夏

を

迎
え

ま
す

。
そ

し

て
、

め
ぐ

っ
て
く

る
真
夏

の
南

極

を

今
度

は
じ

っ
く
り

味
わ

っ
て
日

本

に
帰

り

た

い
と
思

っ
て

い
ま

す

。

平
成
1
3
年
1
1
月
1
0
日

注
１
…
南
極
大
陸
を
覆
う
氷
塊

注
２
…
氷
床
を
掘
削
し
て
、
空
気

を
沢
山

含
ん
だ

氷
や

雪
を

取
り
出

す
際
に

、
掘
削
の
穴
を
保

持
す
る

為
に
パ
イ
プ
を
埋
め
込
む
作
業

注
３
…
観
測
ポ
イ
ン
ト
に
五
十
本

か
ら

百
本

の
竹
の
棒
が

雪
面
に

刺

さ

っ
で
あ
り
、
そ
の
竹
の

棒
の
長

さ
を
測

っ
て
積
雪
量
の
変

化
を
調

べ
る
観
測

注
４

…
「
ラ
コ

ス
ト

重
力

計
」
と

い
う

観
測

器
を
用
い

て
重
力
を
測

り
最

終
的

に
氷
床
の
下
の

岩
盤
の

形
を
調
べ

る
観
測

注
５

…
南
極
氷
床
に

積
も
っ
て
い

る
雪
の
表
面
が
風
で

削
ら
れ
て
出

来
た

雪
の

凸
凹

。
風
の
方
に同
に
不

規
則
に

並
ん
で
い
て

、
高
さ
は
十

移
位
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
物
ま
で

あ
る
。

シリーズ第13 回　黒松

問みどりと花の課℡366―7378

シリーズ第13 回の紹介は岩瀬・花蔵院

境内の「黒松」です。

黒松は本州から九州まで広く分布し てお

り、昔から多くの人に親しまれている樹木

の一つです。別名を「オマツ」と呼ぱれ常

緑高木で高さ20m 以上にもなります。

用途としては 、庭木 、並木、防風林、建

築材等に使われています。花蔵院境内の「黒

松」は、樹高約１６ｍ、幹周り３ｍ強、樹齢

400 年以上とのことですが、明治末期の風

災にみまわれ､ その時過去帳などが紛失し 、

樹齢は明らかではないとのことです。

。以前は江戸川の土手からも、その雄姿を

見ることができましたが、現在は国道6 号

のシンボルとして、今なお健在です。

また、山門をくぐるとすぐ左にカヤの大

木やシイ 、イチョウなど幹周りが3m を越

える保護樹木もあります。

※市では巨樹、古木の指定をし 、保護の支

援をしています。所有者、市民のみなさ

んの情報をお待ちしています。

江

戸
川

案内図

巨樹と古木をたずねて

豼1
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